
「訪問歯科健診案内」ご掲示のお願い 

令和８年度 在宅要介護者訪問歯科健診事業 概要 

１ 委託者（実施主体） 横浜市 

２ 受託者（実施担当） 一般社団法人 横浜市歯科医師会 

３ 目的 加齢に伴う口腔機能の低下は、感染症の発症や嚥下障害など高齢者の ADL（日常生活動作)

に大きく影響するが、在宅で暮らす多くの高齢者やそのご家族等にその事実が認識されていないこ

とが多い。そこで、横浜市は後期高齢者医療広域連合が実施する「高齢者の低栄養防止・重症化予

防等事業」の補助金を活用し、要介護状態の在宅高齢者を対象に、口腔機能の改善を図るとともに

口腔ケアの重要性を啓発します。 

訪問歯科健診の事業効果検証を通して、後期高齢者の低栄養防止・重症化予防を図る実施手法の検

討と効果の検証を目的として「在宅要介護者訪問歯科健診事業『訪問歯科健診』」を実施する。 

４ 対象者 横浜市内の神奈川県後期高齢者医療制度被保険者のうち、歯科健診を受診することができ

ない在宅の原則要介護３以上※の後期高齢者で、医療保険や介護保険において歯科に関する管理を

受けておらず(例：居宅療養管理指導を受けていない等)、本人またはその家族等が歯科健診を希望

する方を対象とする。 

※要支援１・２、要介護１・２の方は、医科の訪問診療を受けている場合に本事業の対象となりま

す。

※後期高齢者医療制度被保険者が本事業の対象者です。

・後期高齢者被保険者であれば、65 歳～74 歳の方も対象になります。

・生活保護受給者は後期高齢者医療制度の対象とならないため、本事業の対象外となります。

・グループホーム、有料老人ホーム等の居住者は対象外です。

５ 実施期間 令和８年９月１日～令和９年１月３１日 

６ 実施医療機関 一般社団法人横浜市歯科医師会会員で、本事業の実施に協力する歯科医療機関。 

７ 実施概要 訪問歯科健診の実施 令和８年度も 480 件を限度とします。 

「４ 対象者」に対して、誤嚥性肺炎等の疾病を予防するため、及び低栄養 防止・ 歯科疾患の重

症化予防に繋げるために訪問歯科健診を実施する。また、訪問歯科健診については、健診結果をも

とに相談対応及び指導も併せて実施する。健診を実施するにあたり、480 件の訪問を上限とする。

なお、歯科医師１人につき、歯科衛生士１人を同行することが可能とする。 

８ 受診者の負担 受診者の自己負担はないものとする。 

９ 本事業と治療の区分 訪問歯科健診と併せて、治療行為は行わないこと。 

10 本事業の申込・問合せ 泉区歯科医師会 泉区在宅歯科医療連携室  

お問い合わせ先：０１２０－７４０－６４８ 

FAX：０１２０－７４０－６４７ 

資料２

泉区連長会資料
令和７年９月19日
泉区歯科医師会

01131162
長方形

01131162
長方形



〜 健 康 は 健 口 (けんこう) か ら 〜

訪 問 歯 科 健 診
この事業は、横浜市の令和８年度在宅要介護者訪問歯科健診事業により実施します。

◆実施内容

◇対象者：・市内在住で歯科健診に行くことができない75歳以上
（神奈川県後期高齢者医療制度対象者）で要介護３以上※の方

※ 要支援１・２ 、要介護１・２の方は、内科等の定期的な訪問診療
を受けている場合に本事業の対象となります。

・現在、医療保険や介護保険において歯科に関する治療・
定期健診等の管理を受けている方は対象外

◇内容：無料で､歯科医師によるむし歯､歯周病のチェック､お口の機能
のチェック､歯科衛生士による歯みがきアドバイス等を行います。

＊むし歯等の問題が見つかった場合で、後日診療・治療をする場合は、保険診療となります。

◇自己負担：無 料
◇申込方法：下記問合せ先までお電話•申込書（裏面）に

必要事項をご記入のうえFAXにてお申し込み下さい。

「訪問歯科健診」に関する問合せ・申込は
(一社)横浜市歯科医師会 歯科医療連携室 

電話:0120-814-594 FAX:0120-458-557 

－在宅要介護者訪問歯科健診事業－
横浜市・（一社）横浜市歯科医師会

加齢に伴う口腔機能の低下は、感染症の発症や嚥下障害など高齢者

のADL（日常生活動作）に大きく影響します。
そこで、通院が困難な在宅高齢者を対象に、訪問歯科健診を行うこと
により、早期対応及び口腔機能の改善を図ります。

≪事業実施期間≫
令和８年９月１日～令和９年１月３１日

無料



各地区連合自治会町内会長 様 

共同募金会横浜市泉区支会 

支会長  中山 懐利 

令和８年度共同募金運動の実施について（ご依頼） 

平素より共同募金運動にご理解とご協力を賜り、誠にありがとうございます。 

本年度も、10月１日より「赤い羽根共同募金運動」が始まります。引き続きご協力のほ

ど、よろしくお願い申し上げます。 

各自治会町内会長様には、募金活動の実施について改めてご案内し、目標額（目安額）

も併せてお知らせいたします。なお、募金はあくまで任意のご寄付ですので、金額の指定

は行わないようお願いします。 

また、各連合単位に対し、事務手数料として共同募金交付金 10,000円を、指定口座へ振

り込みます。振込先の確認のため、下記の書類のご提出をお願いします。詳細な金額等は

後日改めてご連絡いたします。 

【依頼事項】 

・別紙「振込口座回答表」のご確認・修正・提出

※昨年度ご記入いただいた振込先を記載しております。修正がある場合は、二重線で訂

正のうえご提出ください。

※日本赤十字社会費の地区交付金、社会福祉協議会賛助会費の事務経費についても同

口座へ振込予定です。

・提出期限：令和８年 10月 19日（月）必着

※ＦＡＸまたは同封の返信用封筒にてご提出ください。

【事務局】横浜市泉区社会福祉協議会 担当：三村・土居 

〒245-0023 泉区和泉中央南５-４-13 相鉄ライフいずみ中央Ｍ３階 

電話：045-802-2150 ＦＡＸ：045-804-6042 

泉 区 連 長 会 資 料 

令 和 ８ 年 ９ 月 1 8 日 

共同募金会横浜市泉区支会 

資料３ 



泉共募発第  号 

令和８年９月18日 

NO.○○ 

○○ 様 

共同募金会横浜市泉区支会 

支会長 中山 懐利    

 

令和８年度 共同募金の実施について（ご依頼） 
 

時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

平素より共同募金運動にご理解とご協力を賜り、誠にありがとうございます。 

本年度も、10月１日より全国一斉に共同募金運動が展開されます。皆様からの募金は、地域

福祉の推進や福祉団体への支援に活用される大切な財源です。趣旨をご理解のうえ、引き続き

ご協力賜りますようお願い申し上げます。 

 

【１ 募金の納入方法】 

（１）郵便局での払込 

・同封の「払込取扱票」を郵便局の窓口で使用すると、手数料が免除されます。 

※ＡＴＭをご利用の場合は手数料がかかりますのでご注意ください。 

・詳細は別紙をご参照ください。領収書が必要な方は、事務局までご連絡ください。 

（２）事務局（横浜市泉区社会福祉協議会）への持参 

・ご持参いただく場合は、以下の窓口までお願いします。 

横浜市泉区社会福祉協議会（相鉄ライフいずみ中央Ｍ３階 泉ふれあいホーム内） 
受付時間：平日 9:00～17:00 

※土曜日・日曜日・祝日は受付できませんので、ご了承ください。 

 

【２ 納付期間について】 

納付期間：令和８年 10月１日（木）～12月 24日（木） 

※可能な範囲で、期間内のご納付にご協力いただけますと幸いです。期限を過ぎる場合も受 

付可能ですが、事前にご一報いただけますようお願いします。 

 

【３ 募金目安額について】 

戸別募金については、令和８年２月の泉区連合自治会町内会長会にて、１世帯あたり 315円 

を目安とすることが了承されています。あくまでも「目安」ですので、金額にこだわらずご 

協力いただけますようお願いします。 

 

対象世帯数 
合計 315円 

(A+B+C) 

広域（県域）目安額 

160円(A) 

地域（区域）目安額 

135円(B) 

年末たすけあい 

目安額 20円(C) 

○○世帯 ○○円 ○○円 ○○円 ○○円 

※共同募金は、社会福祉法の規定により、あらかじめ募金目標額と配分計画を定めて寄付金募集を行う 

「計画募金」です。募金の目安となる世帯数については、令和８年９月１日現在の世帯数を参考に算出し 

ています。 

 

【事務局】横浜市泉区社会福祉協議会 担当：三村・土居 

〒245-0023 泉区和泉中央南５-４-13 相鉄ライフいずみ中央Ｍ３階 

電話：045-802-2150 ＦＡＸ：045-804-6042 



 

赤い羽根共同募金運動実施に際し 

ご注意いただきたい点について 

 

 自治会町内会長ならびに各班長の皆さまには、例年、共同募金運動に多大なご協力をいただき、

深くお礼申し上げます。皆さまのご協力のおかげで毎年たくさんのご寄付が寄せられ、区内およ

び県内の社会福祉事業や、震災・水害等の災害被災地支援等に活用されています。 

 お忙しいなか大変恐縮ではございますが、趣旨をご理解いただき赤い羽根共同募金運動にご協

力いただきますようお願い申し上げます。 

 

１ 募金目標額 

 共同募金は、計画に基づき配分するため、あらかじめ募金の目安額を設定しています。今年度

の目安額は、泉区連合自治会町内会長会のご承認をいただき、以下のとおり設定しています。 

自治会町内会加入世帯一世帯あたり 

目安額 315円 

※あくまでも目安額であり、実際の寄付金額の多寡は

問いません 

自治会町内会世帯数の考え方 
自治会町内会加入世帯数 

※広報配布世帯数ではありません 

※寄付は任意です。お示ししている金額はあくまでも目安額ですので、決してノルマではありま

せん。戸別世帯への募集に際しては、ご寄付をいただく方に強制的な印象を与えないよう、ご

配慮をお願いします。 

 

 

２ 募金活動実施に際してご注意いただきたい点 

 戸別訪問により募金活動を行う自治会町内会は、以下の点にご留意いただきますようお願い申

しあげます。 

 

① 「ボランティア委嘱状」を携帯してください。（任意） 

  委嘱状は、募金ボランティアとして神奈川県共同募金会から委嘱を受けていることの証明と

してご活用いただけます。戸別訪問する際は必要に応じて、ご携帯くださいますようお願いし

ます。 

  なお、氏名欄についてはお手数ですが各自治会町内会でご記入をお願いします。 

 

②領収書を発行してください。 

  ご寄付いただいた方にはお手数ですが領収書をお渡しください。なお、寄付者が希望されな

い場合は発行しなくても構いません。 

自治会町内会長用資料 



 

３ 募金納入方法 

 寄付金が集まりましたら、自治会町内会ごとにお取りまとめいただき、以下のいずれかの方法

でご納入いただきますよう、お願い申し上げます。 

郵便局からの振り込み 

口座記号№：００２８０－５－１１０７２４ 

加入者名：社会福祉法人神奈川県共同募金会横浜市泉区支会 

同封の振込取扱票で郵便局の窓口にてお振込みください。 

※ＡＴＭをご利用される場合は手数料がかかりますのでご注

意ください。 

事務局窓口に持ち込み 

 

受付時間： 

月曜日～金曜日（祝日除く） 

9:00～17:00 

泉区和泉中央南５-４-13 相鉄ライフいずみ中央Ｍ３階 

泉ふれあいホーム内（※相鉄ローゼンいずみ中央店上階） 

事務局：横浜市泉区社会福祉協議会 

電 話：045-802-2150 

※受付時間外にご持参いただく場合は、事前にご連絡くださ

い。常勤職員が不在の場合、受付ができないことがございます。 

 

４ 納入期間 令和８年 10月 1日（木）～令和８年 12月 24日（木） 

  ※上記の期間を過ぎる場合は、事務局までご一報いただけると幸いです。 

 

 

 

  今年も皆さまのご協力をよろしくお願いいたします 

 

 

～お問い合わせ～ 

共同募金会横浜市泉区支会 

（事務局：横浜市泉区社会福祉協議会） 

電話：045-802-2150 ＦＡＸ：045-804-6042 

 

 



赤い羽根共同募金運動実施に際し 

ご注意いただきたい点について 

 

 

 自治会町内会長ならびに各班長の皆さまには、例年、共同募金運動に多大なご協力をいただき、

深くお礼申し上げます。皆さまのご協力のおかげで毎年たくさんのご寄付が寄せられ、区内およ

び県内の社会福祉事業や、震災・水害等の災害被災地支援等に活用されています。 

 お忙しいなか大変恐縮ではございますが、趣旨をご理解いただき赤い羽根共同募金運動にご協

力いただきますようお願い申し上げます。 

 

１ 募金目標額 

 共同募金は、計画に基づき配分するため、あらかじめ募金の目安額を設定しています。今年度

の目安額は、泉区連合自治会町内会長会のご承認をいただき、以下のとおり設定しています。 

自治会町内会加入世帯一世帯あたり 

目安額 315円 

※あくまでも目安額であり、実際の寄付金額の多寡は

問いません 

自治会町内会世帯数の考え方 
自治会町内会加入世帯数 

※広報配布世帯数ではありません 

※寄付は任意です。お示ししている金額はあくまでも目安額ですので、決してノルマではありま

せん。戸別世帯への募集に際しては、ご寄付をいただく方に強制的な印象を与えないよう、ご

配慮をお願いします。 

 

 

２ 募金活動実施に際してご注意いただきたい点 

 戸別訪問により募金活動を行う自治会町内会は、以下の点にご留意いただきますようお願い申

しあげます。 

 

① 「ボランティア委嘱状」を携帯してください。（任意） 

  委嘱状は、募金ボランティアとして神奈川県共同募金会から委嘱を受けていることの証明と

してご活用いただけます。戸別訪問する際は必要に応じて、ご携帯くださいますようお願いし

ます。 

  なお、氏名欄についてはお手数ですが各自治会町内会でご記入をお願いします。 

 

②領収書を発行してください。 

  ご寄付いただいた方にはお手数ですが領収書をお渡しください。なお、寄付者が希望されな

い場合は発行しなくても構いません。 

 

 

班長用資料 



３ 募金納入方法 

 寄付金が集まりましたら、自治会町内会ごとにお取りまとめいただき、以下のいずれかの方法

でご納入いただきますよう、お願い申し上げます。 

郵便局からの振り込み 

口座記号№：００２８０－５－１１０７２４ 

加入者名：社会福祉法人神奈川県共同募金会横浜市泉区支会 

同封の振込取扱票で郵便局の窓口にてお振込みください。 

※ＡＴＭをご利用される場合は手数料がかかりますのでご注

意ください。 

事務局窓口に持ち込み 

 

受付時間： 

月曜日～金曜日（祝日除く） 

9:00～17:00 

泉区和泉中央南５-４-13 相鉄ライフいずみ中央Ｍ３階 

泉ふれあいホーム内（※相鉄ローゼンいずみ中央店上階） 

事務局：横浜市泉区社会福祉協議会 

電 話：045-802-2150 

※受付時間外にご持参いただく場合は、事前にご連絡くださ

い。常勤職員が不在の場合、受付ができないことがございます。 

 

４ 納入期間 令和８年 10月１日（木）～令和８年 12月 24日（木） 

  ※上記の期間を過ぎる場合は、事務局までご一報いただけると幸いです。 

 

 

 

  今年も皆さまのご協力をよろしくお願いいたします 

 

 

～お問い合わせ～ 

共同募金会横浜市泉区支会 

（事務局：横浜市泉区社会福祉協議会） 

電話：045-802-2150 ＦＡＸ：045-804-6042 
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令和８年度  共同募金実施要領 

～ つながりをたやさない社会づくり ～ 
 

社会福祉法人神奈川県共同募金会 
 
戦後間もない昭和 22 年に“国民たすけあい運動”として始まった共同募金は、ことしで運動

創設 80 年を迎えました。運動開始当初は、戦後復興の一助として戦災孤児や生活困窮者への支

援を重点に配分が行われ、その後、高度経済成長からバブル経済の隆盛と崩壊、近年では新型

コロナウイルスの感染拡大によるパンデミックなど、その時々の社会の大きな変化の中におい

ても、共同募金は“たすけあい”を基調とする組織活動を展開してまいりました。 

現在、わが国では本格的な少子高齢化や人口減少が進み、地域における社会的孤立の顕著化、

物価高騰による生活困窮者や社会的養護が必要な子どもたちへの対応といった課題が多様化、

複雑化し、さらに全国各地で多発・激甚化する自然災害の発生などによって、住み慣れた地域

で安心して生活していくための環境が脅かされています。 

 共同募金会では、戦後から 80 年に及ぶさまざまな課題に対応してきた実績を踏まえて、共同

募金が“極めて地域性の高い運動”という特性を発揮して、住民の支え合いと参加により地域

を共に創っていく「地域共生社会」を実現していくために、令和 8 年度も全国共通テーマ「つ

ながりをたやさない社会づくり」のもとに、地域福祉の中核を担う社会福祉協議会をはじめ、

福祉分野に留まらずさまざまな業界と連携しながら、組織活動を展開してまいります。 

Ⅰ 共同募金の役割 

１．総合的な募金運動 

共同募金は、地域福祉を推進する施設・団体が、それぞれ募金活動を行うことによって生

じる混乱を避けるため、共同募金会が総合的に行う寄付金募集です。 

２．たすけあいの心の普及 

共同募金は、住民一人ひとりの“たすけあいの心”を育み、地域で行うさまざまな福祉活

動を通じて、福祉文化の創造につながることを願って展開します。 

３．民間運動体としての事業展開 

民間運動体としての役割を明確にして、事業の公平性・公益性を保つために法令を遵守

するとともに、民間資金としての特質である「先駆性」「柔軟性と即応性」「多様性」を十分

に発揮して事業を展開します。 

４．全国協調と地域性 

共同募金運動は、全国一斉に協調して行われますが、実施の区域は各都道府県とし、地域

福祉を構成する県民との協働により実施します。 

５．ボランティア活動 

共同募金は、ボランティアの組織的な活動による協力を得て推進します。 

６．公 表 

寄付者の信託に基づいて寄付金の公正な管理・配分を、県民の理解と支持を得るために

募金及び配分の計画を公表し、共同募金の透明性を確保します。 

Ⅱ 実施主体 

  共同募金は、社会福祉法人神奈川県共同募金会と県内 58 支会(19 市 25 区 14 町村)で実施

します。 

Ⅲ 募金期間 

  共同募金運動は、社会福祉法第 112 条の規定に基づき、厚生労働大臣が定める期間である

令和 8 年 10 月 1 日(木)から 3 月 31 日(水)までの 6 カ月間を実施期間とします。 
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  ただし、市区町村を単位として実施する共同募金は、各地域の事情等に配慮して、従前と

同様、12 月 31 日までの 3 カ月間を募金期間とすることに差し支えありません。 

  なお、寄付金は、年間を通じていつでも受け入れることができます。 

  また、県共同募金会では、1 月から 3 月までの 3 カ月間を強化期間として、県内を拠点と

する企業等との協働事業を推進します。 

Ⅳ 令和８年度共同募金計画 

  共同募金は、社会福祉法第 119 条の規定により、民間社会福祉施設・団体が地域福祉を推

進するために必要とする資金量をあらかじめ把握して、募金目標額と配分計画を定めて組織

的に行う「計画募金」です。 

  令和 8 年度は、配分計画及び目標額を次のとおり定めて、募金・配分事業を展開します。 

◆ 令和８年度募金目標額（配分計画額）   １２ 億円  

    

◆ 赤い羽根募金（一般募金） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ８億３,０５１万円 

１． 市区町村社会福祉協議会が行う地域福祉活動 ・・・・・・・・・・・・・ ３億５９万円 

２． 民間社会福祉施設が行う福祉活動 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２億３５０万円 

３． 広域的な活動を行う民間社会福祉・更生保護団体の事業 ・・・・ ７,７６４万円 

４． 小地域で活動する在宅福祉サービス団体の事業 ・・・・・・・・・・・ ３,５００万円 

５． 子ども食堂等を対象としたボランタリーな活動支援事業 ・・・ ２,０００万円 

６． 全国共通配分テーマ等に則した重点配分事業 ・・・・・・・・・・・・・ ５００万円 

７． 国内大規模災害時に緊急対応を行う資金 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３,６００万円 

８． 社会的課題における緊急支援事業および災害対応事業 ・・・・ １,０００万円 

９． 全国的な共同募金の展開にあたる中央共同募金会の事業 ・・・ ３２７.1万円 

１０． 県共同募金会が行う事業 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ８,０５６.９万円 

１１． 市区町村支会が行う事業 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ５,８９４万円 
   

◆ 年末たすけあい募金 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３億６,９４９万円 

  市区町村社会福祉協議会が当該地域を単位として、援助を必要とする人たちの生活や地域

福祉を支えるボランティア団体などの季節性高い活動を支援するための資金。 

Ⅴ 募金活動の展開 

  募金活動は、前記「Ⅲ 募金期間」に定める期間内に募金ボランティア活動を通じて、ご協

力が得られるように次の方法により展開します。 

  また、近年、キャッシュレス化が進む中で、現行の資金決済法令に適用した手法も適宜併

用しながら募金活動を実施します。 

  なお、「赤い羽根募金」と「年末たすけあい募金」を同時に募集する場合は、各募金の趣旨

を明確にして寄付者に誤解を招かないように実施します。 

１．戸別募金 

   自治会・町内会や民生委員などの協力を得て、共同募金の趣旨・目

標額・配分計画などを説明し、住民の自発的な協力によって寄付金が

拠出されるように各家庭にお願いする募金です。 

（１）戸別募金は、基本的にボランティアが各家庭を訪問して、共同

募金の趣旨・目標額・配分計画などを説明し、住民の自発的な協

力によって寄付金が拠出されるよう努めます。 

（２）寄付者の判断の目安として、おおよその寄付金額を示すことは差し支えありません

が、強制感を伴わないよう十分に配慮して実施します。 

  （３）自治会・町内会費などから一括して寄付をいただく場合は、事前に共同募金の趣旨を

周知して、住民から理解が得られるように努めます。 

      また、広報紙を各家庭に配布して、広報・啓発活動を推進します。 



3 

 

  （４）自治会・町内会などに未加入の新興マンション住民に対して、管理組合等の協力を得

ながら、募金活動や具体的な使途の周知を図り、事業を展開していきます。 

  （５）寄付金を受け入れた時は、所定の領収書を発行して適正に取り扱います。 

  （６）高額の寄付者には、所得税・住民税の「寄付金控除」となる“税制上の特典”がある

ことを周知します。 

 ２．街頭募金 

   ボランティアの協力を得て、鉄道各社の駅構内及び駅周辺やスーパ

ー・商店街などの敷地内で、通行する皆さまにお願いする募金です。 

（１）街頭募金は、募金期間開始後、当該支会の地域内の主要な地

点において、継続的に実施できるようボランティアの参加を広

く呼びかけるとともに、通行の妨げにならないよう人員の配置

などに留意して計画的に行います。 

（２）拡声器や音声等再生装置を用いた呼びかけ手段を準備するなど、募金活動時の状況

に応じた対応に配慮して実施します。 

（３）掲示物（ラミネート、パネル等）やチラシボックスを設置するなど、「視覚」によ

る協力の呼びかけも効果的な手段のひとつとして採用します。 

（４）寄付者に対しては、領収書の代用として“赤い羽根”もしくは“赤い羽根シール”を配

付し、共同募金運動の広報・啓発に積極的に努めます。 

（５）募金箱を開閉する場合は、当該支会の責任者が立ち会って実施します。 

３．法人募金 

   県内の企業・法人などに対して、郵便や訪問によってお願いする

募金です。 

  （１）法人募金は、個々の企業などに協力を呼びかけるとともに、

経済関係の団体と連携を保ちながら行うように努めます。 

  （２）本支店など法人の組織に関わらず、その事業所の所在する地

域の福祉向上に参加されるように理解を求めます。 

（３）拠出される寄付金が、法人税法上の全額損金扱いとなる“税制上の特典”を周知し、

募金の開拓に努めます。 

  （４）募金に際しては、事前に募集計画を立てて依頼先を決定し、ダイレクトメール方式を

活用するなどの方法により、寄付先の拡大に努めます。 

  （５）企業が製造・販売する商品等による物品寄付を受け入れて、社会福祉施設の利用者や

生活困窮者への現物配分事業を実施します。 

４．学校募金 

   小・中学校、高等学校、大学、専門学校などに在籍する児童・生徒・学

生や教職員にお願いする募金です。 

  （１）学校募金は、児童・生徒の福祉教育の一環として、教育委員会・校長

会・ＰＴＡ・職員組合などの理解を得られるように努めます。 

  （２）募金は、児童・生徒の自主性に配慮した呼びかけによって行います

が、学校・子ども会などに働きかけて、リーフレットやキャラクター

仕様の募金箱等を活用することで関心を高めます。 

５．職域募金 

   県内の企業・法人、官公庁などの社員・職員に対してお願いする募金です。 

  （１）職域募金は、企業等で働く方がたを対象としますが、その幹部

や労働組合などの理解を得ながら実施します。 

  （２）バッジ等の募金グッズを活用する募金方法を実施する際は、

販売行為と誤解を受けないようにご留意いただきながら、ポス

ター掲示により広く周知を促すなど、職場の環境に合わせて積

極的な活動を促進します。 

６．イベント募金 

   県内に拠点を置くプロ・スポーツチームとの協働事業をはじめ、各地域で催される行事の
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際に呼びかける募金です。各チームや地元自治会が示している注意事項等を踏まえたうえ

で、募金活動を実施します。 

  （１）各チームが実施するイベント会場や試合会場で、チームキャラクターとコラボグッズ

等による募金・広報活動を展開します。 

  （２）各チーム所属の選手が提供したサイン入りグッズを、チャリ

ティーオークションに出展し、落札された金額を寄付金として受

け入れます。 

（３）福祉まつりや福祉大会など、当該地域内で開催されるさまざ

まなイベント事業に参加して、募金・広報活動を展開します。 

７．その他の募金 

   前記の区分に当てはまらない募金です。 

  （１）子ども会や老人会、ロータリークラブやライオンズクラブなどの企業・法人に該当し

ない団体からの寄付を受け入れます。 

  （２）個人からの寄付を受け入れます。（個人大口寄付金を含みます） 

  （３）企業との協働事業として実施する「共同募金仕様自動販売機」等を設置して、売り上

げの一部を清涼飲料水メーカーから寄付金として受け入れます。 

  （４）金融機関に預け入れた寄付金の預金利息(年２回)は、寄付金として計上します。 

Ⅵ 配分事業の展開 

１．配分審査 

   令和 8 年度共同募金に対して、県内の民間社会福祉施設・団体から寄せられる申請要望

は、募金期間終了後、あらかじめ定められた配分計画及び「令和 8 年度共同募金配分基準」

に基づき、公正かつ厳正な審査を行います。 

２．配分金による事業の実施 

   配分金は、年末たすけあい援護資金など、直ちに使用するものを除き、原則として配分

決定施設・団体の令和 9 年度事業費に充当します。 

   なお、「年末たすけあい募金」による配分事業は、別に定める「令和 8 年度年末たすけあ

い運動実施要綱」に基づき実施します。 

３．配分金による事業の周知 

   配分金による事業は、神奈川新聞紙上及び全戸配布資料などを通

じて公表するとともに、赤い羽根データベース「はねっと」により、

インターネット上で使途を公表します。 

また、配分決定施設・団体からも積極的な広報が行われるよう協

力を求めます。 

Ⅶ 寄付金の取り扱い 

１．寄付金の管理 

  (１) 募金ボランティアは受け入れた寄付金を速やかに支会へ納入し、支会は収納した寄付

金を速やかに県募金会に送金します。 

  (２) 寄付金の取り扱いは厳正を期し、別に定める諸規程に基づいて適正に管理し、寄付者

の信託に応えます。 

２．共同募金運動経費 

   共同募金運動の実施に要する経費は、厚生労働省の指導(注)により、募金実績額の概ね

１割とし、適正に執行します。 

  (注)都道府県知事宛・昭和４２年９月１９日付社庶第３４０号厚生省社会局長通知 

Ⅷ 個人情報の取り扱い 

  共同募金を実施する上で取得した個人情報は、｢個人情報の保護に関する法律｣(平成 15 年

5 月 30 日法律第 57 号)及び神奈川県共同募金会｢個人情報保護規程｣(平成 17 年 6 月 1 日施

行)に基づき適正に管理いたします。 



 

 

『『郵郵便便局局ででのの払払いい込込みみににああたたりり』』 

 

 郵便局から払い込まれる際は、同封した青い「払込取扱票」を用いて窓口を利用され

ると手数料免除となります。ＡＴＭをご利用されると、手数料が必要となりますのでご

注意ください。 

 また10万円以上の募金を払い込みいただく際に、ご依頼人の欄に団体名を記入される

と、団体の会則と払い込みにいらした方の身分証明の提示を求められる場合があります

。10万円以上の募金を払い込みいただく際は、ご依頼人の欄には、窓口に払い込みに行

かれる方の住所・氏名をご記入いただきますようお願いいたします。 

併せて、郵便局へ払い込みに行かれる際には、窓口にいらした方のご本人を確認する

証明書（免許証、保険証、パスポートなど）の提示が必要になりますので、ご持参いた

だきますようお願いいたします。 

なお、ご依頼人の欄に個人名を記入することに支障がある場合は、事務局までご連絡

ください。その他、ご不明な点がございましたら、事務局までご連絡ください。 

 

                                   神奈川県共同募金会横浜市泉区支会事務局 

                                   【泉区社会福祉協議会内（相鉄ライフいずみ中央Ｍ３階）】 

                                   ☎(８０２)－２１５０ 担当：三村・土居 

 
 

   払払込込取取扱扱票票記記入入見見本本  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金額をご記入

ください 
○○町内会 

郵便局に行かれる方の 

連絡先をご記入ください。 

 

 

 



戸別募金資材見本　　

▼三つ折りリーフレット 　▼払込取扱票

委嘱状（班長用）▶

▼ポスター（Ａ４サイズ）

募金封筒▼

　▼領収書（１冊５０枚）



資料 ４ 

 

泉地区連合自治会町内会長 様 

都市整備局市街地整備推進課長 

令和 8年度 泉ゆめが丘地区土地区画整理事業の事後評価アンケートの実施について 

１． 調査の目的 

 土地区画整理事業が完了した、泉ゆめが丘地区において、当該地区の周辺地域の居住者等に対

してアンケートを行い、事業を実施したことに対する市民からの評価や満足度を客観的に把握・

分析するため、本業務を実施する。 

２．調査の概要 

(1) 対象地区

泉ゆめが丘地区

(2) 対象者のパターン

調査対象 調査方法 想定配布数 

① 事業区域周辺

居住者

下飯田駅・ゆめが丘駅を利用され

ている方満 18 歳以上の男女個人

を無作為に抽出、 

郵送・web回答 

3,000通程度 

② 来街者 駅周辺で街頭配布、 

郵送・web回答 

1,400通程度（1,000通配布×２日

（平日・休日）） 

③ 事業区域内

居住者

ポスティング配布、 

郵送・web回答 

600通程度 

④ 事業区域内

営業者

営業者へ配布、 

郵送・web回答 

100通程度 

※ ①事業区域周辺居住者へは、泉区和泉中央北（1～6 丁目）、和泉中央南（1～5 丁目）、 

和泉町、岡津町、下飯田町、上飯田町、下和泉（1～5 丁目）、和泉が丘（1～3 丁目）、 

弥生台の中からランダムに抽出した方宛に郵送で配布する。

(3) 想定質問数（１調査対象ごと）

10～15問程度（枝問・個人属性質問を含む）

(4) 調査期間

令和８年９月～10月（調査票等の発送は９月を予定）

(5) 連絡先

横浜市都市整備局市街地整備推進課 TEL045-671-3519（担当：登田、佐々木）

３．添付資料 

(1) 事業概要書

(2) アンケート調査票（事業区域周辺居住者用）

― 以上 ― 

泉区連長会資料 
令和 8年 9月 18日 
都市整備局市街地整備推進課 



 

泉ゆめが丘地区土地区画整理事業 

 事 業 概 要 

 

本資料は、同封している調査票を回答していただく際の補助として作成したもので、本資料をご活用いた

だきながら、アンケートへの回答をお願いいたします。 

 

 

本事業は、横浜市営地下鉄「下飯田駅」及び相模鉄道いずみ野線「ゆめが丘駅」並びに環状４号線の交

通ネットワークを活用し、土地区画整理事業手法により泉区の新たな駅前拠点市街地として計画的な街づ

くりを進めることを目的に、事業が実施されました。 

（事業期間：平成 26(2014)年８月～令和８(2026)年３月） 

＜事業前＞ 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜事業後＞ 

  
  

 １．土地区画整理事業の経緯 

別 紙 



 
 

 

 

本土地区画整理事業では、車道、歩道、駅前広場、街区公園、調整池が整備されました。また関連して、

基盤整備された土地へ新たな施設（商業施設、病院、クリニックモール）の立地や、ゆめが丘駅の駅舎改

修が行われました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 
 

  2．土地区画整理事業での整備内容 

  

B．駅前広場（バスターミナル、
タクシー乗り場） 
 

C．街区公園、調整池 

A．車道、歩道 

バスターミナルとタクシー乗り場の機
能を持つ駅前広場を整備しました。 

基盤整備された土地への新たな施設 

D．商業施設（ゆめが丘ソラトス） E．病院、クリニックモール 

歩行者専用通路の整備や、環状
4 号線を拡幅整備しました。 

４か所の街区公園と 3 か所の調整池
を整備しました。 

F．駅舎（ゆめが丘駅） 



【事業区域周辺居住者用】                                                                                【事業区域周辺居住者用】 

４                                                       １ 

日頃から横浜市政にご理解ご協力をいただきありがとうございます。 

このアンケートは、泉ゆめが丘地区において昨年度に完成した区画整理事業（詳細は、同封の別紙事業

概要をご覧ください）について、市民の皆様がどのように感じていらっしゃるかをお聞きし、今後のまち

づくりの参考とさせていただくものです。 

お忙しいところ誠に恐縮ですが、調査の趣旨をご理解の上、ご協力いただきますようお願い申し上げ

ます。 

問４ あなたご自身について                                           

４－（１） ご年齢について（あてはまるもの１つに○） 

１．20歳未満   ２．20～24歳   ３．25～29歳   ４．30～34歳   ５．35～39歳 

６．40～44歳   ７．45～49歳   ８．50～54歳   ９．55～59歳   10．60～64歳 

11．65～69歳   12．70～74歳   13．75歳以上 

４－（２） 同居している家族構成について（あてはまるもの１つに○） 

１．ひとり暮らし   ２．夫婦だけ   ３．子と同居（２世代）   ４．親と同居（２世代） 

５．３世代で同居   ６．その他（具体的に：                   ） 

４－（３） 同居しているお子さんの年代について（あてはまるものすべてに○） 

１．未就学児   ２．小学生   ３．中学生   ４．高校生以上   ５．子どもはいない 

４－（４） 就業状況について（あてはまるもの１つに○） 

１．自営業       ２．給与所得者（会社員、公務員、アルバイト・パートなど） 

３．主婦・主夫     ４．学生       ５．無職       

４－（５） お住まいについて（あてはまるもの１つに○） 

１．和泉中央北（一～六丁目）  ２.和泉中央南（一～五丁目）  ３. 和泉町  ４．岡津町  

５．下飯田町   ６．上飯田町  ７．下和泉（一～五丁目）   ８．和泉が丘（一～三丁目）  

９．弥生台     10.戸塚区上矢部町     11.戸塚区名瀬町    12.戸塚区深谷町 

４－（６） 現在のご住所に、おおむねいつ頃からお住まいになっていますか。（ あてはまるもの１つに○ ） 

１．平成 11 年以前から （参考：下飯田駅、ゆめが丘駅の開業以前） 

２．平成 11 年以降 ～ 平成 26 年 （参考：泉ゆめが丘地区土地区画整理事業の工事着手前） 

３．平成２６年以降 ～ 令和６年 3 月 （参考：泉ゆめが丘地区土地区画整理事業の工事中） 

４．令和６年３月以降から （参考：泉ゆめが丘地区土地区画整理事業の工事完了後） 

    そのほかにご意見等がございましたら、ご自由にご記入ください。 

 
 
 
 
 
 
 

アンケートは以上です。ご協力ありがとうございました。 

ポストに投函の方は、この用紙を同封の返信用封筒（切手不要）に入れ、封筒に

付いているシールで封の後、 令和８年 11 月６日（金） までにポストにご投函をお

願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

≫アンケートのご回答にあたって 

 この調査は、下飯田駅・ゆめが丘駅周辺にお住まいの方から無作為に選んだ
３，０００人の方々にご協力をお願いしています。 

 アンケートをお願いしたご本人(封筒の宛先となっている方)がお答えください。 

 この調査は横浜市が実施するもので、皆様からのお答えは調査の目的以外に使用

することはありません。また、調査結果については統計的に処理を行い、お答えいた

だいた個人としての回答が直接外部に公表されることは一切ございません。 

 整理記号は、郵送と Webで同一の方による二重回答を防ぐためのものであり、 

個人が特定されることはありません。 

 調査結果は、集計後に取りまとめ、ホームページ等での公表を予定しています。 

 本調査票及び返信用封筒に氏名、住所を記載していただく必要はありません。 

 

 

 

 

 

お
問
合
せ
先 

このアンケートについて 土地区画整理事業等について 

●株式会社吉武都市総合研究所内 調査事務局 
電話番号：フリーダイヤル 0800-080-0661  

（担当： 吉武、藤野） 

（土日・祝日を除く 10:00～17:30） 

E メール：nmcnw840@ybb.ne.jp 

●横浜市 都市整備局 市街地整備推進課 
電話番号：045-671-3519（担当： 加藤、佐々木） 

（土日・祝日を除く 8:45～17:15） 

Ｅメール: tb-seibisuishin@city.yokohama.lg.jp 
住  所：〒231-0005 横浜市中区本町 6-50-10 

 

問１ 下飯田駅、ゆめが丘駅のご利用について                

１－（１） どれくらいの頻度で下飯田駅、ゆめが丘駅に来られますか。（最もあてはまるもの１つに○） 

１．毎日（ほぼ毎日） ２．週の半分程度  ３．週１回程度  ４．月に１回程度   

５．数か月に１回程度    ６．ほぼ利用しない  

１－（２） どのような目的で下飯田駅、ゆめが丘駅に来られますか。（最もあてはまるもの１つに○） 

１．通勤・通学で利用 ２．買い物や食事、社交、娯楽で利用 ３．病院や診療所の通院で利用 

４．その他（具体的に：                               ） 

１－（３） ご自宅から下飯田駅、ゆめが丘駅までの交通手段は何ですか。（最も利用頻度が高いもの

１つに○） 

１．徒歩    ２．自転車   ３．バイク  ４．タクシー  ５．自家用車（送迎・同乗を含む） 

６．バス    ７.電車 

【横浜市】 泉ゆめが丘土地区画整理事業に関するアンケート 
調 査 票 

                              
                              
                              
                               
                                                                                    

令和８年 11 月６日（金） までに、本調査票に直接記入し同封の返信用封筒(切手不要)で 

ポストに投函いただくか、上記ＱＲコードからＷｅｂ上でご回答ください。 

Web 回答 QR コード 
当 QR コードは横浜市ドメインと
は異なる google.com です 

 

整理記号：  

（Web 回答の際に入力が必要です） 



【事業区域周辺居住者用】                                                                               【事業区域周辺居住者用】 

２                                              ３ 

問２ 泉ゆめが丘地区土地区画整理事業に関連して整備された施設について 
※カラーの写真等は別紙「事業概要」をご覧ください 

２－（１） 土地区画整理事業等で整備された施設について、どのように思いますか。 

（それぞれ最もあてはまるもの１つに○） 

 

 

 

 

 

 

 

問３ 泉ゆめが丘地区土地区画整理事業について                 
 

３－（１） 駅周辺について評価できる点は何ですか。（あてはまるものすべてに○) 

１．駅前に歩道や照明が整備されて、安全で歩きやすくなった 

２. 駅前広場（ターミナル）が整備され、バス・タクシーの利用や送迎がしやすくなった 

３. 多くの公園が整備され、憩いの場や子供の遊ぶ場ができた 

４．環状４号線の車線数が増えたことで、自動車での移動が便利になった 

５．電線類の地中化や建物の外壁色のデザイン調整などが行われ、街並みが良くなった 

６．道路や下水道等が整備されて、周りの建物も新しくなり、防災面で安心できるようになった 

７．新たな商業施設ができて、買い物などが便利になった 

８．駅の近くに病院ができて、通院が便利になった 

９．新しい住宅ができて住民が増え、活気が増した 

10．イベント開催などで駅前の賑わいが増した 

11. その他 （具体的に：                             ） 

12. 特にない 

３－（２） 土地区画整理事業が行われたことについて、どうお考えですか。 

（最もあてはまるもの１つに〇） 

１． 評価    ２．概ね評価   ３．あまり評価   ４．評価     ５．わからない 

できる     できる      できない      できない 

３－（３） 下飯田駅、ゆめが丘駅周辺で今後に期待したいと思うことは何ですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

１．イベントの開催など、活気や賑わいを感じられる場所になってほしい 

２．商業施設の業種・業態を充実させてほしい 

３．緑やゆとりのある空間を増やしてほしい 

４．帰宅困難者対策などの防災対応を充実してほしい 

５．駅周辺施設への行き方（案内表示）をわかりやすく改善してほしい 

６. 周辺のまちづくりをさらに広げてほしい 

７. 住みやすい・訪れたくなる環境・機能を充実させてほしい 

 （具体的にほしい機能など：                               ） 

８．その他 （具体的に：                               ）   

９．特にない 

 

    

やや不満足 満足 不満足 利用したこと

はない 

基盤整備された土地への新たな施設 

D．商業施設（ゆめが丘ソラトス） E．病院、クリニックモール F．駅舎（ゆめが丘駅） 

C．街区公園、調整池 

４か所の街区公園と 3 か所の
調整池を整備しました。 

A．車道、歩道 

環状４号線

 

B．駅前広場（バスターミナ
ル、タクシー乗り場） 

 

 

Ａ．車道、歩道 

 
 

Ｂ．駅前広場 
（バスターミナル、タクシー乗り場） 

 

 

Ｃ．街区公園、調整池 

 
 

Ｄ．商業施設（ゆめが丘ソラトス） 

 
Ｅ．病院、クリニックモール 

   

 

Ｆ．駅舎（ゆめが丘駅）の改修 

１ 

 

３ 

 

４ ２ ５ 

１ 

 

３ 

 

４ ２ ５ 

１ 

 

３ 

 

４ ２ ５ 

１ 

 

３ 

 

４ ２ ５ 

１ 

 

３ 

 

４ ２ ５ 

１ 

 

３ 

 

４ ２ ５ 

やや満足 

歩行者専用通路の整備や、環状
4 号線を拡幅整備しました。 

バスターミナルとタクシー乗り場の機
能を持つ駅前広場を整備しました。 



 

 

 

 

お試し用トイレパックの自治会・町内会への配布について【情報提供】 

 

 

１ 事業の趣旨 

本市では災害時のご自宅のトイレ対策として、ご家庭のトイレが使えない時に使用す

るトイレパック（凝固剤と処理袋のセット）の備蓄をお願いしています。 

昨年度に続き今年度も、地域にお住まいの皆様にトイレパックをお試しいただき、災

害備蓄品として備えていただくきっかけとしていただくため、希望する自治会・町内会

の皆様にお試し用のトイレパックを配布します。 

なお、配布するトイレパックは本市で災害時のトイレ対策として備蓄していた、品質

保証期間が令和８年度までのトイレパックとなります。 

自治会・町内会の皆様のお申込みをお待ちしています。 

※例年行っている備蓄食料の無償配布について、有効活用分の在庫をフードバンク団

体へ提供することができたため、今年度は実施しませんのでご承知おき願います。 

 

２ お願いしたいこと 

  【区連長】  ご承知おきください。 

  【地区連長】地区連合定例会等で情報提供をお願いします。 

  【単位会長】単位会長あて資料を送付します。定例会等で情報提供をお願いします。 

 

３ トイレパック配布の概要 

 (1) 配布するトイレパック 

品質保証期間が令和８年度までのトイレパックです。 

(2) 配布個数 

１団体あたり 200セット（１箱）をお渡しします。 

※100セット入りの箱を２つお渡しする場合があります。 

 (3) 申込期間 

令和８年 10月 16日（金）～10月 22日（木） 

(4) 申込方法 

   横浜市電子申請・届出システムによる申込

https://shinsei.city.yokohama.lg.jp/cu/141003/ea/residents/procedures/apply/866e98dc-

c9d7-4a06-ab2b-860d427fa8c0/start 

※電話・FAX・メール・郵送でのお申込みはお受けできません。 

※お渡しできない場合のみ、個別にご連絡させていただきます。 

市連会９月定例会説明資料 

令 和 ８ 年 ９ 月 1 1 日    

資源循環局喫煙対策・美化推進課 

防災・危機管理統括本部地域防災課 

 

資料５ 



(5) 配布期間 

令和８年 11月 23日（月）～11月 28日（土） 

※各日９時～16時（11時 30分～13時 30分を除く） 

※日曜日を除く。祝日はお越しいただけます。 

   

(6) 配布場所 

各区の資源循環局収集事務所 

※配送等は行いません。 

 

４ 留意事項 

  〇品質保証期間が令和８年度までのトイレパックです。 

  〇備蓄用としてではなく、お試し用としてご活用ください。  

 

５ 添付資料 

  トイレパック体験しませんか（チラシ） 

 

 

 

 【トイレパックの配布について】 

資源循環局喫煙対策・美化推進課 

担当 清水、三觜 

電話  045-671-2555 /FAX 045-663-8199 

メール sj-toilet@city.yokohama.lg.jp 

【備蓄食料について】 

防災・危機管理統括本部地域防災課 

担当 志村、大森 

電話 045-671-2011 /FAX 045-641-1677 

メール bs-chiiki@city.yokohama.lg.jp 



⚫ 配布対象

横浜市内の自治会・町内会

⚫ 配布物

品質保証期間が令和８年度までのトイレパック
※品質保証期間が経過した場合でも直ちに使用できなくなるもの

ではありませんが、速やかに使用してください。

※不具合があっても交換・追加配布等に応じることはできかねます。

※お配りするものは凝固剤と汚物処理袋が１セットずつ小分けに

          なっているものではありません。

⚫ 申込可能数
1団体 200セット （200セット／1箱）
※箱の大きさ：約縦40㎝×横30㎝×高さ27㎝
※箱の重さ：約4㎏

※100セット入りの箱×２でお渡しする場合があります。

⚫ 受取場所

自治会・町内会が所在する各区の資源循環局収集事務所
※ 配送等は行っておりません。

※ 備蓄用にはしないでください。 ※ 転売など、お試し体験以外の利用はご遠慮ください。

トイレパック

体験しま
せんか！

横浜市では、災害時のご自宅でのトイレ対策として、トイレパックの備蓄をお願いしています。

備蓄されていない方に体験していただきご自宅での備蓄につなげていくため、横浜市の災害備蓄品の

トイレパック（品質保証期間：令和８年度まで）を、お試し用として配布させていただくこととしました。

ぜひこの機会に一度トイレパックを体験してみてください。

★ １セット

・凝固剤 １個 ・汚物処理袋 １枚

（お配りするものは小分けになっていません）

収集事務所の

場所はこちら→

お申込み方法は、裏面をご覧ください。

お申込み

10/１６（金）
～

10/22（木）

受取期間

11/23（月）
～

11/28（土）

お問合せ先 資源循環局喫煙対策・美化推進課 Tel 045-671-2555

お渡しするトイレパックのイメージ



お試し用ト イ レ パ ッ ク の 使 い 方

ステップ１

洋式便器に黒い袋をかぶせる

ステップ３

黒い袋は縛って燃やすごみに出す
※ 今回配布するお試し用は、黒い袋ごと

他の燃やすごみと一緒に半透明の袋に入れ
て出してください

※ 固まらない場合もトイレには流さず、
燃やすごみに捨ててください

ステップ２

用を足したら凝固剤を振りかける

ト イ レ パ ッ ク と は ？

お 申 込 み 方 法

Ｑ．トイレパックってなに？

断水や給排水の破損などの理由でご家庭のトイレが使えない時に、家

庭のトイレなどに設置して使用する「凝固剤」と「処理袋」のセットです。

使用後はジェル状になるタイプが多いです。

Ｑ．どこで買えるの？

ホームセンターや大型スーパー・ドッグストアなどで購入できます。

Ｑ．いくつ用意しておけばいいの？

最低でも「ひとり１日５回×３日分×ご家族の人数分」の備蓄をしましょう。

できれば７日分の備蓄をお願いします。

Ｑ．災害時、使い終わった後はどうやって処理すればいいの？

トイレパックだけを袋にまとめて、燃やすごみの収集日に出してください。

（今回配布するお試し用は、黒い袋ごと他の燃やすごみと一緒に半透明

の袋に入れて出してください。）

⚫ 横浜市電子申請・届出システムからお申込みください

https://shinsei.city.yokohama.lg.jp/cu/141003/ea/residents/procedures/apply/
866e98dc-c9d7-4a06-ab2b-860d427fa8c0/start

電話やFAX、メール、郵送でのお申込みは受け付けておりません。

⚫ お申込み期間 令和８年10月16日（金）～10月22日（木）

⚫ 受取期間 令和８年11月23日（月）～11月２８日（土）
（日曜日を除く、各日午前９時から午後４時 ※ 午前11時30分から午後1時30分を除く）
（お車でお越しいただく場合は、来往者駐車場に車を止め、事務室にお声掛けください）

⚫ 受取決定 お渡しできない場合のみ、個別にご連絡させていただきます。

便器に黒い袋をかぶせる前に、もう１枚袋
をかぶせましょう。使用済みの袋を捨てる
時に、便器の水で濡れるのを防げます。

凝固剤を振りかけた後はしっかりと混ざる
ようにしてください。トイレットペーパー
も黒い袋の中に入れます。

ワンポイントアドバイス
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泉選管第 46 号 

令和８年９月９日 

泉区連合自治会町内会長 各位 

泉区選挙管理委員会委員長 

令和８年10月18日執行横浜市長選挙における投票管理者及び投票立会人の推薦について（依頼） 

日頃より、各種選挙の執行にあたり、格別の御協力を賜りまして厚く御礼申し上げます。 

さて、令和８年 10 月 18 日執行の横浜市長選挙につきまして、円滑な執行のために投票管理者・投票立

会人の推薦等の御力添えを賜りたくお願い申し上げます。 

１ 日程 

選挙の種類 横浜市長選挙 

告示日 令和８年10月４日(日) 

投票 
令和８年10月18日(日) 
７時00分～20時00分 

開票 同上(即日開票) 21時15分～ 

期日前投票所 
設置場所 

受付期間・時間 

区役所 
期間  10月５日(月)～10月17日(土) (13日間) 

時間  ８ 時 3 0分 ～ 2 0時 0 0分 

臨時 
（立場地区センター） 

期間  10月５日(月)～10月17日(土) (13日間) 

時間  ９ 時 3 0分 ～ 2 0時 0 0分 

２ 依頼事項 

  別紙「投票管理者・投票立会人 推薦要領」に基づき、投票管理者（当日投票所）、投票立会人（当日投

票所）、投票立会人（期日前投票所）の御推薦をお願いします。 

(1) 期日前投票所の投票立会人の推薦

御推薦いただく日数・人数については、資料１「期日前投票所 投票立会人 推薦依頼人数」を御参照

ください。 

   様式１「期日前投票所 投票立会人 推薦書」により、投票立会人（期日前投票所）を御推薦くださ

い。 

(2) 当日投票所の投票管理者・投票立会人の推薦

御推薦いただく人数については、資料２「当日投票所 投票管理者・投票立会人 推薦依頼人数」を御

参照ください。 

   様式２「当日投票所 投票管理者・投票立会人 推薦書」により、投票管理者（当日投票所）及び投

票立会人（当日投票所）を御推薦ください。 

なお、投票管理者や投票立会人は投票所の運営に重要な職務を担っていることから、原則として投

票日において１人の投票管理者及び２人の投票立会人によりその事務を担っていただくことが望まし

いと考えていますが、長時間の拘束等により人員の確保が難しい場合は交替で従事することも可能で

す。（交替制の場合：前半：7時00分～13時30分／後半：13時30分～20時00分） 

泉 区 連 長 会 資 料 

令 和 ８ 年 ９ 月 1 8 日 

泉区選挙管理委員会事務室 

資料６ 
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(3) 推薦書の提出期限

様式１「期日前投票所 投票立会人 推薦書」及び 様式２「当日投票所 投票管理者・投票立会人 推

薦書」を、９月24日（木）必着で、同封の返信用封筒にて、泉区選挙管理委員会（横浜市泉区和泉中

央北五丁目１番１号）宛に御提出ください。 

(4) 御推薦者の変更

従事日に体調不良等で止むを得ず従事できない場合は、大変恐縮ですが、各連合自治会町内会から

代替の従事者を御推薦くださいますようお願いします。 

３ 投票管理者打合せ会 

次のとおり、「投票管理者・事務主任打合せ会」の開催を予定しております。投票管理者の皆様に御出

席いただきますので、御推薦された方にお伝えください。交替制とする場合は、お二人とも御出席くださ

い。 

詳細につきましては、後日、泉区選挙管理委員会から投票管理者様宛に個別に通知します。 

なお、投票立会人の打合せ会はありません。御推薦いただいた後に、選任通知とともに「投票立会人の

心構え」をお送りします。 

＜投票管理者・事務主任打合せ会＞  

【日時】令和８年10月８日（木）10時00分～11時00分（予定） 

【場所】泉区役所４階 ４ＡＢＣ会議室 

４ 告示について 

  公職選挙法施行令第25条の規定に基づき、投票管理者につきまして、住所の一部（住所の市区町村ま

で（指定都市は行政区まで））及び氏名を区役所前掲示板に告示しています。 

  なお、御提出いただく推薦書の住所記入欄には、住所の全部を記載してください。 

５ 民間従事者の確保について 

  投票管理者様には、当日投票所の民間従事者を御推薦いただきます。つきましては、【投票管理者宛】

資料１「投票所民間従事者の確保について」、資料２「当日投票所民間従事者 推薦依頼人数」及び【投票

管理者宛】様式１「投票所民間従事者名簿」を、投票管理者の方にお渡しいただきますようお願いいたし

ます。 

６ 報酬額について 

区 分 職 名 報 酬 額 

当日投票所 
投票管理者 14,700円／日 

投票立会人 13,600円／日 

期日前投票所 投票立会人 12,500円／日 

   なお、当日投票所については、交替制とする場合、原則としての交替時間及び報酬は次のとおりです。 

職 名 投票時間 報 酬 額 

投票管理者 
前半：7:00～13:30 7,350円 

後半：13:30～20:00 7,350円 

投票立会人 
前半：7:00～13:30 6,800円 

後半：13:30～20:00 6,800円 
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７ その他 

  10月１日（木）以降、横浜市選挙管理委員会から啓発ポスターを送付します。 

お手数をおかけしますが、ポスター到着後から選挙執行終了後まで、各自治会町内会の掲示板に啓発ポ

スターの掲出をお願いします。 

８ 添付書類 

(1) 投票管理者・投票立会人 推薦要領（別紙）

(2) 期日前投票所 投票立会人 推薦書（様式１）

(3) 当日投票所 投票管理者・投票立会人 推薦書（様式２）

(4) 期日前投票所 投票立会人 推薦依頼人数（資料１）

(5) 当日投票所 投票管理者・投票立会人 推薦依頼人数（資料２）

(6) 泉区投票所及び投票区域一覧表（資料３）

(7) 投票所民間従事者の確保について（【投票管理者宛】資料１）

(8) 当日投票所民間従事者 推薦依頼人数（【投票管理者宛】資料２）

(9) 投票所民間従事者名簿（【投票管理者宛】様式１）

※資料（一部）及び様式は、泉区ホームページ「自治会町内会向け書式ダウンロード」のページに掲載し

ますので、御活用ください。

泉区選挙管理委員会事務室 

（泉区総務課統計選挙係） 

担 当：益田、國吉 

電 話：８００-２３１５・２３１６ 

e-mail：iz-senkyo@city.yokohama.lg.jp 



横浜グリーンエクスポ来場日時予約等の開始について【情報提供】 

１ 趣旨 

 横浜グリーンエクスポ入場チケットの来場日時予約、観覧予約及びシャトルバス予約が

開始されますので、情報提供させていただきます。 

２ お願いしたいこと 

 【区連長】  ご承知おきください。 

 【地区連長】地区連合定例会等で情報提供をお願いします。 

 【単位会長】単位会長あて資料を送付します。定例会等で情報提供をお願いします。 

３ 内容（添付の記者発表資料をご参照ください） 

（1） GREEN×EXPO 2027入場チケット及び４駅シャトルバス・駐車場の日時予約開始日が決定

横浜グリーンエクスポでは、会場や周辺道路の混雑をやわらげ、より多くの皆さまに

安心して快適に博覧会を楽しんでいただくため、来場日時予約制を導入します。2026年

９月18日から、入場チケットの来場日時予約の受付を開始するほか、シャトルバスや駐

車場の事前予約も始まります。 

（2） GREEN×EXPO 2027来場日時予約の詳細および観覧予約の導入について

2026年９月18日から、GREEN×EXPO 2027 全開催期間を対象とした来場日時予約の受

付を先着順にて開始します。また、一部の展示では展示内容や体験方法に応じた楽しみ

方を提供するため、当日予約に限定した観覧予約制が導入されます。  

（3） 全国のコンビニでGREEN×EXPO 2027の入場チケットを販売開始します

2026年９月18日から全国のコンビニエンスストアで来場日時予約付の入場チケット

を販売開始します。 

脱炭素・GREEN×EXPO 推進局 GREEN×EXPO 推進課 

電話 045-671-4627 /FAX 045-212-1223 
メール da-greenexpo@city.yokohama.lg.jp

市 連 会 ９ 月 定 例 会 説 明 資 料 
令 和 ８ 年 ９ 月 1 1 日 
脱炭素・GREEN×EXPO 推進局 
G R E E N × E X P O 推 進 課 

01211271
テキストボックス
資料

01211271
テキストボックス
資料７



 

報道関係者各位 

 

2026年7月17日 

公益社団法人２０２７年国際園芸博覧会協会 

GREEN×EXPO 2027入場チケット及び 

４駅シャトルバス・駐車場の日時予約開始日が決定 

（４駅シャトルバス運賃、駐車場料金も設定） 

～開幕半年前の９月18日（金）からスタート～ 

     

GREEN×EXPO協会（正式名称：公益社団法人２０２７年国際園芸博覧会協会、会長：筒井義信、

所在地：横浜市中区）は、GREEN×EXPO 2027の入場チケットの日時予約、シャトルバス及び駐車

場の事前予約の受付を開幕半年前にあたる2026年9月18日（金）※１から開始します。なお、これらの

事前予約制は、周辺交通の混雑や来場者の集中を緩和することを目的として導入するものです。 

あわせて、会場周辺の鉄道4駅※２を発着する４駅シャトルバスの運賃及び駐車場料金についても設

定いたしましたので、お知らせします。 

予約方法などの詳細については、決定次第、公式ウェブサイトでお知らせします。 

※1 駐車場（団体バス）については８月３日（月）より予約開始。 

※2 相鉄本線瀬谷駅・三ツ境駅、東急田園都市線南町田グランベリーパーク駅及びJR横浜線十日市場駅。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

〇入場チケットの日時予約について 

（予約対象期間） 

・GREEN×EXPO 2027 の全開催期間が対象。 

（日時予約の変更） 

・日時予約の変更は3回まで。 

・予約日時に来場できなかった場合でも、それ以降の日時への変更が可能。 

・変更３回目の予約日時に来場できなくなった場合でも、来場日当日の日時予約枠に空きがある場

合、当日入場予約が可能。 

（入場券に関するお問い合わせ） 

GREEN×EXPO 2027入場券販売管理センター（受付時間 平日10:00～17:00（土・日・祝日は休業）） 

   TEL：0570-01-8789  e-mail：ticket-info@2027tkc.com 

○４駅シャトルバス運賃 

 大人  小児 

一般  200円 100円 

 障がい者割引  100円 50円 

※ 小児運賃は1歳以上12歳未満（小学生以下）を対象とし、１歳未満は無料。 

※ 障がい者割引は、障がい者手帳等をお持ちの方等が対象。 

※ 1歳以上6歳未満（就学前の6歳を含む）は旅客1名につき２名まで無料。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 ○駐車場料金 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 繁忙期とは、GW・9月等の土休日。 

※ 障がい者等料金の適用については、自家用車・団体バス共に、GREEN×EXPO 2027 

特別割引券対象者及び車いす利用者が乗車する車両。 



 

 

本件に関するお問い合わせ先 

【本リリースに関するお問い合わせ】 

GREEN×EXPO協会（公益社団法人２０２７年国際園芸博覧会協会）  

（シャトルバス・駐車場について） 

交通対策室（担当：木嶋、北條、徳重）Tel：045-307-2048 

（入場券について） 

入場券部（担当：森井）Tel：045-307-2139 

【入場券に関するお問い合わせ】 

GREEN×EXPO 2027入場券販売管理センター（受付時間 平日10:00～17:00（土・日・祝日は休業）） 

   TEL：0570-01-8789  e-mail：ticket-info@2027tkc.com 

 

GREEN×EXPO 2027 開催概要 

名 称   ２０２７年国際園芸博覧会 

         (International Horticultural Expo 2027, Yokohama, Japan) 

正 式 略 称  GREEN×EXPO 2027 (グリーンエクスポニーゼロニーナナ) 

開 催 場 所  横浜市瀬谷区・旭区（旧上瀬谷通信施設） 

開 催 期 間  2027年３月19日(金)～ 2027年９月26日(日) 192日間 

テ ー マ  幸せを創る明日の風景 ～Scenery of the Future for Happiness～   

博覧会区域  約100ha(内、会場区域80ha) 

ク ラ ス    A１(最上位) クラス(AIPH承認＋BIE認定)  

有料来場者数 1,000万人以上 

公式サイト  https://expo2027yokohama.or.jp/ 

公式マスコットキャラクター 

「トゥンクトゥンク」 

 

https://expo2027yokohama.or.jp/


 

 

 

報道関係者各位 

 

 

2026年８月27日 

公益社団法人２０２７年国際園芸博覧会協会 

GREEN×EXPO 2027 来場日時予約の詳細 

および観覧予約の導入について 

     

GREEN×EXPO協会（正式名称:公益社団法人２０２７年国際園芸博覧会協会、会長:筒井義信、所

在地:横浜市中区)は、2026年9月18日(金)より、入場チケットの来場日時予約を開始いたします。こ

れに伴い、来場日時予約の時間などの詳細を決定しました。また、会場内の一部展示についても、

観覧予約を導入いたします。 

 

 

 

 

GREEN×EXPO 2027 では、混雑緩和および安全な運営の観点から、入場に際して来場日時予

約制を導入します。9 月 18 日(金)より、GREEN×EXPO 2027 全開催期間を対象とした来場日時

予約の受付を先着順にて開始いたします。 

各時間帯には混雑状況に応じ、一定の予約可能人数の上限を設定する予定です。 

 

予約時間 予約可能対象券種 

9:30- 

１日券、特別割引券、 

通期パス、夏パス(夏の決まった期間のみ) 

10:30- 

11:30- 

12:30- 

13:30- 

14:30- 

17:00- 上記の券種に加え、夜間券 

※開場時間は 9 時 30 分～21 時 30 分です。最終入場は 21 時となります。 

 

予約した時間以降であれば、いつでも入場ができます。なお、別日の来場を希望する場合は、

来場日時予約について 

 



 

 

来場日時の変更が必要です。（来場日時は、3 回まで変更が可能です。） 

 

○新規で来場日時指定の入場チケットを購入する場合 

公式チケットサイトにおいて、「来場日時を指定して購入する」をクリックし、来場日時指定の入

場チケットを購入してください。 

 

○来場日時が指定されていない入場チケットをお持ちの場合 

公式チケットサイトにログインの上、「来場日時予約」をクリックし、日時予約を行ってください。

なお、他の方がお持ちのチケットもまとめて来場日時予約を申し込むこともできます。 

 

○公共交通機関・自家用車での来場について 

会場周辺の鉄道４駅からのシャトルバス、会場駐車場を利用する場合は事前予約が必要です。 

 

 

 

 

GREEN×EXPO 2027 では、屋外の庭園や花壇など、予約がなくても自由に楽しめる空間が大

きく展開されます。一方、一部の展示については、展示内容や体験方法に応じた楽しみ方を提供

するため、当日予約に限定したシンプルな予約制を導入します。 

来場当日、公式チケットサイトにて、予約時間以降の枠が予約できます。また、予約時間以降

であれば、入場前でも予約することが可能です。 

観覧予約はチケット 1 枚につき 1 日 1 回までとし、予約枠は 1 日 3 回に分けて順次開放しま

す。アクセス集中を防ぎながら、より多くの来場者に公平に観覧の機会を提供します。 

観覧予約の 1 日のスケジュールは以下のとおりです。 

 

観覧予約開放時間 観覧予約可能枠 

8:00 10:00-12:00 

11:30 12:00-17:00 

16:30 17:00-各施設の最終枠まで開放 

※開場時間は 9 時 30 分～21 時 30 分です。 

 

現在、各出展者等において、展示の観覧予約の導入について検討中であり、決定後、公式ホー

ムページで発表します。 

 

 

 

観覧予約について 



 

 

 

 

 

本件に関するお問い合わせ先 

GREEN×EXPO協会（公益社団法人２０２７年国際園芸博覧会協会）  

入場券部入場券課 (担当：森井) 

Tel：045-307-2139 

 

入場券に関するお問い合わせ先 

GREEN×EXPO 2027入場券販売管理センター 

（受付時間 平日10:00～17:00（土・日・祝日は休業）） 

TEL：0570-01-8789  e-mail：ticket-info@2027tkc.com 

GREEN×EXPO 2027 開催概要 

名 称   ２０２７年国際園芸博覧会 

         (International Horticultural Expo 2027, Yokohama, Japan) 

正式略称  GREEN×EXPO 2027 (グリーンエクスポニーゼロニーナナ) 

開催場所  横浜市瀬谷区・旭区（旧上瀬谷通信施設） 

開催期間  2027年３月19日(金)～ 2027年９月26日(日) 192日間 

テ ーマ  幸せを創る明日の風景 ～Scenery of the Future for Happiness～   

博覧会区域  約100ha(内、会場区域80ha) 

ク ラス    A１(最上位) クラス(AIPH承認＋BIE認定)   

有料来場者数 1,000万人以上 

公式サイト https://expo2027yokohama.or.jp/ 

公式マスコットキャラクター 
「トゥンクトゥンク」 

https://expo2027yokohama.or.jp/


 

報道関係者各位 

 

2026年9月2日 

公益社団法人２０２７年国際園芸博覧会協会 

全国のコンビニでGREEN×EXPO 2027の 

入場チケットを販売開始します 

～行きたい日が決まったら、コンビニへ。来場日時予約付チケット販売開始！～ 

     

GREEN×EXPO協会（正式名称：公益社団法人２０２７年国際園芸博覧会協会、会長：筒井義信、所在

地：横浜市中区）は、公式チケットサイト等においてGREEN×EXPO 2027の入場チケットを販売してお

ります。このたび、来場日時予約が開始される2026年9月18日（金）から、全国のコンビニエンスストア

で来場日時予約付の入場チケットを販売開始します。 

購入機会を拡大することで、より多くの皆様にGREEN×EXPO 2027への来場を検討いただくきっかけ

を創出するとともに、入場チケット購入の利便性向上を図ります。 

 

コンビニエンスストアでのチケット販売概要               

１ 販売予定のコンビニエンスストア 

・セブン‐イレブン 

・ファミリーマート 

・ローソン 

 

２ 入場チケットの詳細 

○取扱券種 

   1日券（早割価格・通常価格）、特別割引券、夜間券 

※販売時期により取扱券種が異なります。 

○入場チケットの形態 

   紙チケット（引換不要） 

○来場日時予約について 

 来場日時予約付のチケットのため、オンラインでの予約手続きなしで、コンビニエンスストアで発

券されたチケットをお持ちいただくだけでご入場いただけます。 

※来場日時を変更する場合は、発券されたチケットに記載のチケットIDを公式チケットサイトに登録

の上、お客様自身で来場日時予約の変更手続きをする必要があります。 



 

 

本件に関するお問い合わせ先 

【本リリースについて】 

GREEN×EXPO協会（公益社団法人２０２７年国際園芸博覧会協会） 

入場券部入場券課 担当：森井 TEL：045-307-2139 

【入場チケットについて】 

GREEN×EXPO 2027入場券販売管理センター（受付時間 平日10:00～17:00（土・日・祝日は休業）） 

TEL：0570-01-8789  e-mail：ticket-info@2027tkc.com 

GREEN×EXPO 2027 開催概要 

名 称   ２０２７年国際園芸博覧会 

         (International Horticultural Expo 2027, Yokohama, Japan) 

正 式 略 称  GREEN×EXPO 2027 (グリーンエクスポニーゼロニーナナ) 

開 催 場 所  横浜市瀬谷区・旭区（旧上瀬谷通信施設） 

開 催 期 間  2027年３月19日(金)～ 2027年９月26日(日) 192日間 

テ ー マ  幸せを創る明日の風景 ～Scenery of the Future for Happiness～   

博覧会区域  約100ha(内、会場区域80ha) 

ク ラ ス    A１(最上位) クラス(AIPH承認＋BIE認定)  

有料来場者数 1,000万人以上 

公式サイト  https://expo2027yokohama.or.jp/ 

公式マスコットキャラクター 

「トゥンクトゥンク」 

３ 販売スケジュール 

 来場日時予約開始日の2026年9月18日（金）から販売を開始し、順次、券種や対象となる来場日時を拡

大していきます。 

販売期間 券種 対象期間 

2026年9月18日（金） 

から 

2026年12月8日（火） 

・１日券 早割価格 

・特別割引券 

2027年3月19日（金）から 

2027年6月30日（水） 

2026年12月9日（水） 

から 

2027年3月18日（木） 

・１日券 早割価格 

・特別割引券 
全期間 

2027年3月19日（金） 

から 

2027年9月26日（日） 

・１日券 通常価格 

・特別割引券 

・夜間券 

全期間 

※購入には、各販売事業者所定の発券等の手数料が必要となる場合がございます。 

※展示に係る観覧予約を希望される場合は、チケットに記載のチケットIDを公式チケットサイトに登録の

上、観覧予約の手続きを行っていただく必要があります。 

※公共交通機関や自家用車で来場する場合は、会場周辺の鉄道4駅から発着するシャトルバス、または駐

車場の予約が必要です。 

https://expo2027yokohama.or.jp/


機運醸成ステッカー 

 

 

 

 

 

 

  

横浜グリーンエクスポ機運醸成ステッカーの掲示について（依頼） 

  

横浜グリーンエクスポの開催に向けた機運醸成の取組として、市内の施設や事業所、店舗

等で掲示いただく「横浜グリーンエクスポ機運醸成ステッカー」を配付しています。本ステ

ッカーは、横浜グリーンエクスポを応援している気持ちを表す公式配付物です。 

つきましては、各自治会町内会へ配付いたしますので、施設等への掲示に御協力ください

ますようお願いいたします。 

 

１ お願いしたいこと 

【区 連 長】ご承知おきください。 

 

【地区連長】地区連合定例会等で情報提供をお願いします。 

 

【単位会長】単位会長あてにステッカーを配付（１枚）いたしますので、掲示に御協力 

をお願いいたします。 

 

２ ステッカーの概要  

サイズ：11cm×11cm（両面シール） 

自治会町内会館等の入口、窓、受付周辺などへの掲示をお願いします。 

 

３ 掲示期間 

令和９年９月 26日（横浜グリーンエクスポ閉幕）まで 

 

４ 添付資料 

  機運醸成ステッカーご利用にあたってのお願い 

 ※ご一読ください。 

区連会９月定例会説明資料 

令 和 ８ 年 ９ 月 1 8 日 

泉 区 区 政 推 進 課 

資料８ 

泉区区政推進課広報相談係 
担当 菅沼、渡部 
電話 045-800-2337 /FAX 045-800-2506 
メール iz-koho@city.yokohama.lg.jp 

mailto:iz-koho@city.yokohama.lg.jp


横浜グリーンエクスポ（GREEN×EXPO 2027） 
機運醸成ステッカーご利用にあたってのお願い（必ずお読みください） 

このステッカーは、「横浜グリーンエクスポ」の開催をみんなで盛り上げていくため、横浜市が公式に作成・

配布している広報用ステッカーです。 

配布の趣旨をご理解いただき、下記のお願い事項をご確認のうえ、ご使用ください。 

1 ステッカーについて 

本ステッカーは、横浜グリーンエクスポ（GREEN×EXPO 2027）を応援している気持ちを表すための公

式配布物です。 

掲示されていることにより、横浜市やGREEN×EXPO協会が、特定の個人、企業、団体、商品、サービス、

活動等を認証・推奨・保証・公認するものではありませんので、あらかじめご了承ください。 

2 ご使用いただける範囲 

多くの方が利用・来訪する店舗、事業所、施設等において、窓、入口、受付周辺など、来訪者の目に触れやす

い場所への掲示に限ってご使用いただけます。 

3 ご使用にあたってのお願い（禁止事項） 

・横浜グリーンエクスポ（GREEN×EXPO 2027）の品位や信用を損なうおそれのある使用

・商品本体や商品パッケージへの貼付

・チラシや販促物、広告物などへの転用

・ステッカーのデータのダウンロード、コピー、複製、再印刷

・デザインの変更、加工、切り貼り

・「公式認定」「市のお墨付き」「公認商品」などと誤解を招く表現や使い方

・第三者（関係事業者を除く）への転売、譲渡、再配布

・政治活動や宗教活動を目的とした使用

・暴力団、暴力団員又はその他の反社会的勢力と関係がある場合の使用

・特定の個人、企業又は団体の営利活動や宣伝のみを目的とした使用

・法令又は公序良俗に反する使用

・その他、横浜市が本ステッカーの趣旨に合わないと判断する使用

3 使用期間 

原則として横浜グリーンエクスポの終了日（2027年 9月 26日（日））までご使用いただけます。終了後、

または横浜市が不適切と判断した場合には、掲示の中止や撤去をお願いすることがあります。 

＊掲示及び撤去にかかる作業や費用は、使用される方のご負担となります。 

＊本ステッカーの使用により生じたトラブル等について、横浜市および GREEN×EXPO協会は責任を負い

かねますのでご理解の上、ご活用ください。 

問い合わせ先 

横浜市 脱炭素・ＧＲＥＥＮ×ＥＸＰＯ推進局ＧＲＥＥＮ×ＥＸＰＯ推進課 

TEL：045-671-4627 



 

 

泉区制 40周年周知ポスターについて【周知依頼】 

 

１ 事業の趣旨 

  今年は、泉区が誕生してから 40 周年となることから、年間を通して様々な周年事業を実

施しています。11 月の 40 周年記念事業のメイン期間に向けて広報を強化するため、10 月

以降に開催される主なイベントを掲載したポスターを作成しました。今後、区内の各施設

や区主催イベント等で配布を行い、40 周年のフィナーレに向けた機運の醸成を図るととも

に、記念事業をより一層盛り上げていきたいと考えております。 

つきましては、ポスターの周知に御協力くださいますようお願いいたします。 

 

２ お願いしたいこと 

【区 連 長】ご承知おきください。 

【地区連長】地区連合定例会等で情報提供をお願いします。 

【単位会長】単位会長あて資料を送付します。定例会等で情報提供をお願いします。

         

３ 参考資料

  泉区制 40 周年周知ポスター（A4 サイズ） 

 

 

【参考】泉区制 40周年記念事業の進捗報告について  

     令和８年７月 17 日に開催しました、区制 40 周年記念事業実行委員会の内容を  

踏まえ、現在の進捗状況について御報告いたします。 

(1) 記念式典 

令和８年 11 月３日（火・祝）に泉公会堂で 40 周年記念式典の開催を予定して

います。式典では、区政功労者やぬりえコンテストなどの表彰、高校生の書道   

パフォーマンスや幼稚園児の音楽、ダンスなどのステージイベントを実施予定です。 

【記念式典実施概要】 

  日時：令和８年 11 月３日（火・祝）12 時から 14 時 30 分まで 

    場所：泉公会堂 

 

(2) 各イベント 

11 月 14 日（土）に、横浜 DeNA ベイスターズと連携し、ゆめが丘ソラトスで 

の野球体験イベント「まちなか B-PARK」を、同月 28 日（土）には、深谷通信

所跡地活用イベントで、小学生を対象とした気球の乗降体験を予定しています。 

 

(3) 区内各所での広報 

区制 40 周年記念ロゴマークをあしらった横断幕、

のぼり旗及びステッカーを作成し、鉄道駅等区内各所

で掲示をしております。また、公会堂等に掲示できる

大きいサイズの横断幕を新たに作成しました。 

区連会９月定例会説明資料 

令 和 ８ 年 ９ 月 1 ８ 日 

泉 区 区 政 推 進 課 

資料９ 

▲いずみ中央駅でのステッカー掲示 



(4) 動画作成 

   横浜ケーブルビジョン株式会社と契約を締結し、動画作成を進めています。 

作成した動画は、記念式典や新年祝賀会での放映を予定しています。 

  

(5) 記念切手作成 

   日本郵便株式会社からご提案をいただき、現在オリジナルフレーム切手の作成

を進めていただいています。実行委員会事務局から掲載写真を提供しています。 

【製作枚数】 泉区ゆかりの伝統文化 300 枚 

泉区の花・川・農の風景 300 枚 計 600 枚 

【販売金額】 1 シート 1,450 円 

【販売期間】 令和８年 10 月１日（木）から令和９年 10 月 31 日（日） 

【販売場所】 ① 泉区内の郵便局（区外の郵便局も取り寄せ購入可） 

② WEB サイト郵便局ネットショップ 

③ 区民まつり区政推進課ブース内での販売を予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(6) 泉区制 40周年記念事業トップページ（参考） 

https://www.city.yokohama.lg.jp/izumi/shokai/kinenjigyo40/ 

 

 

 

 

【担当】 

泉区区政推進課企画調整係 大井、十二町 電話 800-2331 

               広報相談係 菅沼、宮野  電話 800-2337 

        iz-kusei@city.yokohama.lg.jp 

https://www.city.yokohama.lg.jp/izumi/shokai/kinenjigyo40/


まだまだ続く、泉区制40周年！

Finale Schedule
フィナ

ーレまで見逃
せないイベントがいっぱい！

10/31（土）・ 11/1（日）

横浜エクセレンスの泉区民デー （予約制）

泉区民の皆様をご招待・ご優待！

【試合】新潟アルビレックスBB戦
【会場】横浜武道館

11/3
（火・祝） 同日開催！ 40周年のビッグイベント！

泉区民ふれあいまつり 泉区制40周年記念式典1 ２

楽しいステージや模擬店が盛りだくさん！

【時間】10:00～14:00（荒天中止）【会場】和泉遊水地４池・３池

【時間】12:00～14:30
【会場】泉公会堂

泉区制40周年の節目を記念して、
功労者表彰等を行う記念式典を開催！
演奏や書道パフォーマンスなどの
ステージもあるよ！

11/4（水）

泉区の未来に
つなげる花火！
40年分の「ありがとう」を
夜空へ花火を打ち上げます！

11/7（土）

横浜ビー・コルセアーズ
泉区応援DAY （予約制）

泉区民の皆様をご優待！

11/14（土）

横浜DeNAベイスターズ
「まちなかB-PARK」
野球未経験の子どもでも楽しめる
体験型イベントを開催します！

11/28（土）

広々としたはらっぱで、親子で楽
しめるイベントを開催します！

【試合】神戸ストークス戦
【会場】横浜BUNTAI

【時間】10:00～15:00
【会場】ゆめが丘ソラトス高架下広場

深谷通信所跡地中央広場
活用イベント （一部予約制）

熱気球搭乗体験！目玉企画

【問合せ】 泉区制40周年記念事業実行委員会（泉区区政推進課） 045-800-2331・2337

最新情報や詳細は
HPをチェック！～４０年の絆を力に、ずんずん進もう、明日へ。未来へ！～

©B-CORSAIRS

＠YDB

「写真でBINGO！」
「ぬりえコンテスト」
応募作品の展示

泉区制40周年記念事業にご協賛いただいた皆様、誠にありがとうございました！（HPにてご紹介しています）

泉区 40周年

記念デザイン
マンホールいっずんLINEスタンプ

ローカルライター
40周年連載記事

この他にも楽しい企画が盛りだくさん！ 40周年のイベント情報は
   HPのイベントカレンダー
をチェックしてね！
12月もあるよ～

40周年をみんな
でお祝いしよう！

※写真はイメージです

【時間】19:00前後
【会場】泉区内とある場所

【時間】10:00～14:00 (気球 7:00～)
【会場】深谷通信所跡地中央広場ほか

40周年記念
オリジナル フレーム切手
販売開始！

泉区の魅力が
つまった２種類の
記念切手を区内の
郵便局等で発売！

10/1（木）～ 10/1７（土）・ 18（日）

横浜いずみ歌舞伎公演（チケット制）

市民による手作りの本格歌舞伎！

【会場】泉公会堂 【時間】13:00開演

©YOKOHAMA EXCELLENCE

※各イベントは、天候等の事情により中止になることがあります



 

認可地縁団体制度の一部変更について【情報提供】 

（代表者等の住所の非表示化） 

 

１ 趣旨 

  自治会町内会の皆様におかれましては、日頃より地域の様々な活動にご尽力賜り、厚く

御礼申し上げます。 

地方自治法施行規則改正に伴い、令和８年 10 月１日より、個人情報保護の観点から、  

認可地縁団体の代表者等の住所※が原則として非表示となります。 

これに伴い、認可地縁団体台帳の写し(証明書)の交付手続等に一部変更がございますの

で、お知らせします。 
 
 

２ お願いしたいこと 

【区連長 】ご承知おきください。 

【地区連長】地区定例会等で情報提供をお願いします。 

【単位会長】単位会長あて資料を送付します。定例会等で情報提供をお願いします。 
 
 

３ 主な変更点 

現在、認可地縁団体の代表者等の住所については、認可地縁団体台帳の写し(証明書)や 

告示（市報・掲示）に記載されていますが、令和８年 10月１日以降は、原則非表示となり

ます。 

（１）認可地縁団体台帳の写し(証明書）の交付 

10 月１日以降に区役所地域振興課で交付する認可地縁団体台帳の写しについて、代表

者等の住所が非表示となります(過去の代表者の住所含む)。 

なお、住所が記載された証明書をご希望の場合は、本人または代理人からの請求が必

要となります(本人確認書類または委任状をお持ちください)。 

 

（２）団体の認可または変更時の告示(市報・掲示) 

   団体の認可または変更に伴う告示(市報・掲示)においても、10 月１日から代表者等の

住所が掲載されなくなります。 

※非表示となる認可地縁団体の代表者等の住所 

 ア 認可地縁団体の代表者の住所   イ 裁判所により選任された認可地縁団体の代表者の職務代行者の住所 

 ウ 認可地縁団体の代理人の住所   エ 認可地縁団体の清算人の住所 

 オ 認可地縁団体の主な事務所の所在地（アからエまでに掲げる住所と同一の場合に限る） 

 

  

市連会９月定例会説明資料 
令 和 ８ 年 ９ 月 1 1 日 
市 民 局 地 域 活 動 推 進 課 

市民局地域活動推進課 
担当 竹ノ内、渡邉 
電話 045-671-2317 /FAX 045-664-0734 
メール sh-chiikikatsudo@city.yokohama.lg.jp 

01211271
テキストボックス
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 地区連合自治会町内会長 様 

自治会町内会長 様 

 

泉区民ふれあいまつり実行委員会 

委員長 上原 敏博 

 

 

令和８年度 第 15回泉区民ふれあいまつりポスターの掲出について（依頼） 

 

 

時下、ますます御健勝のこととお喜び申し上げます。 

泉区では、泉区連合自治会町内会長会を中心に、実行委員会を組織して、より一層

の郷土愛を深め、明るく元気のでるまちづくりを推進するために、「第 15回泉区民ふ

れあいまつり」の開催に向け準備を進めています。 

つきましては、開催周知用のポスターを貴自治会町内会掲示板に御掲出いただきた

く御依頼申し上げます。 

御多用中のところ誠に恐縮ですが、よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

（泉区民ふれあいまつり実行委員会事務局） 

泉区地域振興課 千田、阿部 

電話：８００－２３９１ 

泉 区 連 長 会 資 料 

令 和 ８ 年 ９ 月 1 8 日 

泉区民ふれあいまつり実行委員会 

01211271
テキストボックス
資料11





地区連合自治会町内会長 様 

自治会町内会長 様 

泉区地域振興課地域力推進担当課長 

令和８年度地域活動支援事業「地域活動のための LINE活用講座」 

の周知及びリーフレットの配布について【ご案内】 

１ 趣旨 

自治会町内会の会長をはじめ、役員の皆様におかれましては、地域活動の維持・発展に向

け、様々な工夫を重ねながら運営に取り組まれていることと存じます。 

そこで、地域住民への情報発信の充実や役員間の連絡の円滑化を図るとともに、地域住民とのつ

ながりを深め、地域活動の効率化と負担軽減につなげるため、多くの方に利用されている LINE を地

域活動に活用するための講座を開催することとしました。 

自治会町内会の会長や役員の皆様をはじめ、お誘い合わせのうえ、ぜひご参加ください。 

２ 依頼事項 

【地区連長】地区連合定例会等で情報提供をお願いします。 

【単位会長】単位会長あて資料を送付します。定例会等で情報提供をお願いするとともに、参加

についてご検討ください。 

３ 講座概要 

(1) 【講座】地域活動のための LINE活用講座（11月７日（土）又は 10日（火））

 地域活動における LINE活用のメリットや事例を学ぶとともに、LINE公式アカウント（住民

向け情報発信）又は LINE オープンチャット（役員間等の情報共有）の操作体験を行います。 

※ 講座の詳細については、チラシや泉区ホームページにも掲載しております。

泉 区 連 長 会 資 料 

令和８年９月 1 8 日 

泉 区 地 域 振 興 課 

資料12 

担当：泉区地域振興課地域力推進担当 

 井戸、渡邉 

TEL：800-2333 FAX：800-2507  

mail:iz-chiikiryoku@city.yokohama.lg.jp



こんなお困りごとはありませんか？
☑お知らせやイベント案内がなかなか届かない

☑団体内の連絡に手間がかかる

☑若い世代に情報が届きにくい

☑ SNSを活用したいが何から始めればよいか分からない

こんなお困りごとはありませんか？

日時

会場

対象

いずみ区民活動支援センター（区役所１階104窓口）

   800-2393　  　  iz-kuminkatsudou@city.yokohama.lg.jp

この講座で学べること

・LINE公式アカウント（お知らせ向け）
・LINEオープンチャット（団体内連絡向け）
・用途に応じた使い分け方
・実際の操作を体験

無料
参加費

操作体験
あり

講師

定員 各回 10団体 持ち物

※各回とも同じ内容です。ご都合の良い回を1つ選んでご参加ください。
お申込方法は講座の

ホームページまたは

チラシ裏面をご覧く

ださい。

お知らせや連絡をスムーズに

※下記のいずれかを選択

スマートフォン

地域活動のための

この講座に参加すると...

地域活動のお知らせやイベント案内、
団体内の連絡にLINEをどのように
活用できるか、具体的なイメージが
つかめます。

主催・問合せ

もっとラクに、もっとつながる！

泉区内で活動している地域活動団体または自治会町内会

に所属している方

泉区役所４階　４ＡＢＣ会議室

特定非営利活動法人 まちづくりエージェントSIDE BEACH CITY. 山口良介氏

講座のホームページ

はこちら【1回目】 11 （土）月 7日

・LINE公式アカウント（お知らせやイベント案内）

・LINEオープンチャット（団体内連絡）

操作体験

【2回目】 11 （火）月10日 (受付開始9時15分）

各回 時 30 12時分 ～9

活用講座LINE

泉区制40周
年記念事業

※LINEの基本操作ができる方向けの講座です。

※学んだ内容を団体で共有しやすいよう１団体あたり2名以上の参加を推奨します。



地域活動のためのLINE活用講座　申込書

団体名

申込者氏名

日中連絡可能な電話番号

メールアドレス

参加人数 人

参加希望日 □　11月７日（土） □　11月10日（火） □　どちらでもよい

希望する操作体験

□　LINE公式アカウント（お知らせやイベント案内向け）

□　LINEオープンチャット（団体内連絡向け）

□　どちらがよいか分からない

□　どちらでもよい

講師に聞いてみたいこと

いずみ区民活動支援センター（泉区役所１階104窓口）

メール：iz-kuminkatsudou@city.yokohama.lg.jp

・定員に満たない場合は引き続き先着順で受け付けます。

・結果は10月20日(火)までに全員にお知らせします。20日(火)を過ぎても連絡がない場合は

　お手数ですが当センターまでご連絡ください。

・申込多数の場合は抽選とし、１つの団体からの参加人数を調整させていただく場合があります。

次のいずれかの方法でお申込みください。

①横浜市電子申請・届出システム　　②メール

③いずみ区民活動支援センター窓口（区役所1階104窓口）で直接

申 込 先

申込締切

講師紹介
特定非営利活動法人 まちづくりエージェント SIDE BEACH CITY.

横浜市電子申請・届出
システム

大手民間プロダクションにてデジタル化とIT化を30年以上経験。その実績と知見を活か

し、現在はNPO法人の理事長を務め、地域や非営利団体を中心にDX導入・ICT活用支援を

行う。DX支援は、地方自治体・施設・団体・法人含め80団体以上をサポート。

申込方法

注意事項

令和８年10月14日（水）17時

・スマートフォンは、iPhoneかAndroidを持参してください。らくらくスマートフォン

　での操作説明は行いません。

・LINEの基本操作ができる方向けの講座のため、LINEでの連絡方法など基本的な使い方

　の説明は行いません。

・申込時に、団体名、申込者氏名、日中連絡可能な電話番号、メールアドレス、

　参加人数、参加希望日、希望する操作体験、講師に聞きいてみたいことを

　お知らせください。

・ご記入・入力いただいた個人情報は、適切に管理し、本講座開催にかかる

　連絡目的以外には使用しません

・横浜市電子申請・届出システムをご利用の際は、利用者登録が必要になります。

山口 良介 氏















 

 

 

 

もちつきや秋まつりでの食中毒予防講習会のご案内について【情報提供】 

 

 

１ 概要 

区内では一年を通じ各地区でおまつりなどのイベントが開催され、食品の提

供も行われています。しかしながら、調理の専門家でない人が調理することや

屋外で大量に調理することなど、食中毒の発生するリスクが高くなることが懸

念されます。 

  つきましては、地域の催しで安全に食品を提供していただくため、今年度第

２回目の食中毒予防講習会を開催しますので、ご案内いたします。 

 

（１）日  時 10月 20日（火）10時～11時 ９時半～受付開始 

（２）場  所 泉区役所４階 ABC会議室 

（３）申込期間 ９月 11日～10月 13日（先着順） 

（４）申込方法 電話・電子申請・メール・窓口 

 

２ お願いしたいこと 

【区連長 】ご承知おきください。 

【地区連長】地区連合定例会等で情報提供をお願いします。 

【単位会長】単位会長あて資料を送付します。定例会等で周知をお願いします。 

 

３ その他 

 ・広報よこはま９月号「泉区役所から」にも掲載しています。 

 ・講習内容は今年６月に開催した「お祭りでの食中毒予防講習会」と同じで

す。出席できなかった方や新たに食品に携わる方への周知をお願いします。 

泉 区 連 長 会 資 料 

令 和 ８ 年 ９ 月 1 8 日 

泉 区 生 活 衛 生 課 

【問合せ先】 

泉区生活衛生課 山下、高橋 

電 話：800-2451 

ＦＡＸ：800-2516 

Eメール：iz-eisei@city.yokohama.lg.jp 

01211271
テキストボックス
資料13



令和８年度 もちつきや秋まつりでの

食中毒予防講習会

写真・イラスト配置エリア

場所

泉区役所４階ABC会議室

お問い合わせ
泉区生活衛生課食品衛生担当
TEL:045-800-2451

Mail:iz-eisei@city.Yokohama.lg.jp

申込み

【申込期間】９月11日～10月13日（先着順）

【申込方法】電話・電子申請・メール・窓口にて

次の①～④を担当にご連絡ください。

①団体名、 ②代表者名、③連絡先(電話番号)、④参加人数※

※各団体２人までご参加いただけます。

電子申請はこちらから

定員50人

日時

10月20日(火) 10時～11時
受付 ９時半～

・食中毒予防の基礎知識
・提供食品の決め方
・行事開催届について
・当日の作業と調理の注意点

学べる内容

２０２６年泉区は区制４０周年！

本画像は生成AIにより作成されたイメージです
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第 10 期 横浜市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画・認知症施策推進計画 

（よこはまポジティブエイジング計画）の市民意見募集について 

１ 趣旨 

令和９年度から令和 11 年度までの３年間を計画期間とする「第 10 期横浜市高齢

者保健福祉計画・介護保険事業計画・認知症施策推進計画（以下「第 10 期計画」と

いう。）」の策定に向けた市民意見募集（パブリックコメント）の実施について御説

明します。 

２ お願いしたいこと 

  【区連長】ご承知おきください。 

【地区連長】地区連合定例会等で情報提供をお願いします。 

【単位会長】単位会長あて資料を送付します。定例会等で周知をお願いします。 

３ 計画の位置づけ 

 「高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画」は、老人福祉法・介護保険法に基づき 

策定する、高齢者に関する保健福祉事業や介護保険制度の総合的な計画です。 

  また、「認知症施策推進計画」は、共生社会の実現を推進するための認知症基本法 

において市町村が策定するよう努めることとされた計画です。これら３つの計画を 

合わせて「よこはまポジティブエイジング計画」としています。 

この計画に基づき、３年間の 

●高齢者施策の方向性

●介護保険サービスの見込量（施設整備方針含む）

●第１号被保険者（65 歳以上）の介護保険料 等を決定します。

４ 高齢者を取り巻く状況 

(1) 高齢者人口の増加

本市の総人口は減少する一方、高齢者人口（65 歳以上）は引き続き増加傾向で

あり、2040 年には 120 万人に増加し、市内人口の３人に１人が高齢者になると推

計されています。 

また、生産年齢人口については減少が見込まれます。 
（万人） （％）
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239 238 232 219 203

95 98 103 112 120

378 377 373 368 362

25.1
26.0 27.7

30.3

33.2

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

45.0

0

100

200

300

400

500

令和２年

（2020年）

令和７年

（2025年）

令和12年

（2030年）

令和17年

（2035年）

令和22年

（2040年）

年少人⼝

（0~14歳）
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高齢者人⼝

（65歳以上）

高齢化率

市連会９月定例会説明資料 
令 和 ８ 年 ９ 月 1 1 日 
健康福祉局高齢健康福祉課 

01211271
テキストボックス
資料14
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 (2) 要支援・要介護認定者数、認知症高齢者数の増加 

高齢者人口の増加に伴い、要支援・要介護認定者数、認知症高齢者数ともに増加

が予想され、2040 年にかけて、介護・医療ニーズの急増が見込まれることから、介

護サービスの一層の充実が必要となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５  素案の概要 

(1) 基本目標 

  第９期計画から引き続き、「ポジティブ エイジング」としました。 

(2) ロジックモデルの活用 

  第 10 期計画策定においては、「市民の実感」を評価軸とした「目指すべき状態」 

 を「成果指標（アウトカム）」として設定し、施策・事業の進捗管理を適時適切に 

実施します。 

 (3) 取組の柱 
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６ パブリックコメントの実施 

（1）意見募集期間 

令和８年 10 月１日（木）から 10 月 31 日（土）まで 

（2）意見募集及び周知方法 

   ア 素案の公表・意見提出方法 

計画素案・素案説明動画をウェブサイトで公表するとともに、窓口(※)で素  

案冊子・市民向けリーフレットを配布します。ご意見は、電子申請、電子メール

郵便及び FAX で受け付けます。 

※市役所・区役所、地域ケアプラザ、老人福祉センター、地区センター等 

イ 関係団体等への説明 

市・区町内会連合会、市・区民生委員・児童委員協議会、市社会福祉協議会、

市医師会、市病院協会、市老人クラブ連合会等に対して説明を行い、ご意見を伺

います。 

 

７ 策定スケジュール（予定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 参考 

  計画素案・素案説明動画については、記者発表による公表後、ウェブサイトへ  

掲載いたします。次の二次元コードまたは「ポジティブエイジング計画 10 期」で

検索することにより、アクセスいただけます。 

 

 

 

 

 

 

 

担 当：健康福祉局高齢健康福祉課計画調整係 

                        郷原、磯部、川端 

電 話：045-671-3412 

メール：kf-keikaku@city.yokohama.lg.jp 

 

時期 内容 

令和８年 
９月中下旬 計画素案公表 

10月 パブリックコメントの実施 

令和９年 

１月～２月 計画原案のとりまとめ、介護保険料の推計 

３月 計画策定、介護保険条例の改正 

４月 介護保険料の改定 

ポジティブエイジング計画 10 期 検索 



令和８年生活のしづらさなどに関する調査について 

 

厚生労働省では、横浜市を通じ「生活のしづらさなどに関する調査（全国在宅障害児・者

等実態調査）」を実施することになりました。 

つきましては、別添のとおり、調査員が対象地区へのチラシ配布や訪問をさせていただき

ますので、ご理解願います。 

 

１ 調査目的 

障害者施策の推進に向けた検討の基礎資料とするため、在宅の障害児・者等（難病等

患者やこれまでの法制度では支援の対象とならない方を含む。）の生活実態とニーズを把

握することを目的としています。 

 

２ 調査対象 

調査区に居住する在宅の障害児・者等 

（（障害者手帳（身体障害者手帳、療育手帳または精神障害者保健福祉手帳））所持者、

難病等患者及びこれまで法制度では支援の対象とならないが、長引く病気やけが等によ

り生活のしづらさがある方）を対象としています。 

 

３ 対象地区 

  別途個別にお知らせします。 

 

４ 調査の事項 

(1)調査対象者の基本的属性に関する調査項目 

年齢、性別、障害の原因、住居、就労・就学の状況等 

(2)現在利用しているサービスと今後利用を希望するサービス 

障害福祉サービス等の利用状況、利用の希望 等 

 

５ 調査基準日 

令和８年 11 月１日（日） 

 

６ 調査の方法 

(1)10 月５日以降に調査員が『調査実施のお知らせ（世帯用）』（必要に応じてマンション管

理人のお知らせ）を調査地区内の全世帯に配布します。 

(2)訪問を望まない方からのご連絡を健康福祉局障害施策推進課で受けます。 

(3)11 月１日（日）から 11 月 22 日（日）までの期間に調査員が調査地区内の世帯を訪問

し、調査の趣旨等を説明のうえ、世帯主や調査対象者の有無を確認して「地区要図」と

「世帯名簿」を作成します。 

(4)調査対象者がいる場合は、訪問時に調査票を手渡し、記入及び返送を依頼します（返送

泉区連長会９月定例会説明資料 
令 和 ８ 年 ９ 月 1 8 日 
泉 区 高 齢 ・ 障 害 支 援 課 

【裏面あり】 

資料 15 



期限：12月 10 日（木））。 

調査票は、原則として調査対象者本人が記入し直接ご郵送いただきます。必要に応じて、 

適切な記入支援を実施します。 

・ 視覚障害者の方に対して、希望に応じて点字版の調査票を配布 

・ 調査対象者が聴覚・言語・音声機能障害者である場合は、手話通訳者の派遣について 

配慮 

・ 障害の状況により本人が記入できない場合、本人の希望に応じて、代筆 

 

７ 調査員の身分 

調査員は横浜市長から本調査を行う者として任命を受けており、世帯を訪問する際に 

は、携帯している調査員証を提示します。 

 

８ 問い合わせ先 

「令和８年生活のしづらさなどに関する調査」全般に関すること 

健康福祉局障害施策推進課 川端・石川 

電話：045-671-3603 FAX:045-671-3566 

 

９ 添付資料 

(1)調査実施のお知らせ（世帯用）案 

(2)調査実施のお知らせ（マンション管理人等）案 

(3)調査員証（見本） 

担当 
泉区高齢・障害支援課 
障害者支援担当 岡野 
電話 800-2485 



 
 

生活
せいかつ

の し づ ら さ な ど に 関
かん

す る 調査
ちょうさ

（ 全国在
ぜんこくざい

宅
たく

障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

等
とう

実態
じったい

調査
ちょうさ

）実施
じ っ し

のお知らせ 
 

このたび、皆
みな

さまがお住
す

まいの地域
ち い き

に「生活
せいかつ

のしづらさなどに関
かん

する 調
ちょう

査
さ

（全国
ぜんこく

在宅
ざいたく

障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

等
とう

実態
じったい

調査
ちょうさ

）」を実施
じ っ し

することになりました。 

この調査
ちょうさ

は、障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

等
など

（（障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

（身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

、療 育
りょういく

手帳
てちょう

または精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

））所持者
し ょ じ し ゃ

、難 病
なんびょう

等
など

患者
かんじゃ

及び
お よ び

これまで法
ほう

制度
せ い ど

では支援
し え ん

の 対 象
たいしょう

と

ならないが、長引
な が び

く病気
びょうき

やけが等
とう

により生活
せいかつ

のしづらさがある者
もの

）を 対 象
たいしょう

として 行
おこな

う調査
ちょうさ

であり、障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

の福祉
ふ く し

施策
し さ く

を改善
かいぜん

するための基
き

礎
そ

資
し

料
りょう

を得
え

るために厚生
こうせい

労働省
ろうどうしょう

が実施
じ っ し

するものです。  

※ 調
ちょう

査
さ

の対
たい

象
しょう

となる方
かた

は、裏
うら

面
めん

をご参
さん

照
しょう

ください。 
 

 調査
ちょうさ

は令和
れ い わ

８年
ねん

１１月
がつ

１日
にち

時
じ

点
てん

で 行
おこな

うこととしており、調査員
ちょうさいん

が１1月
がつ

１日
ついたち

から

11月
がつ

2２日
にち

までの期間
き か ん

に皆様方
みなさまがた

のお宅
たく

にお 伺
うかが

いし、調査
ちょうさ

の趣旨
し ゅ し

の説明
せつめい

、調査
ちょうさ

の 対 象
たいしょう

となるかの確認
かくにん

、調査 票
ちょうさひょう

の配布
は い ふ

をさせていただきます。 

 ご記入
きにゅう

いただいた調査票
ちょうさひょう

は、郵送
ゆうそう

により 回 収
かいしゅう

させていただきます。 

 調査員
ちょうさいん

が 訪問
ほうもん

す る こ と を 事前
じ ぜ ん

に 断
ことわ

り た い 場
ば

合
あい

や 調査
ちょうさ

に つ い て の お 問
と

い 合
あ

わ せ を

したい場
ば

合
あい

は、 調
ちょう

査
さ

を実
じっ

施
し

する自
じ

治
ち

体
たい

の下
か

記
き

の窓
まど

口
ぐち

にご連
れん

絡
らく

ください。（訪
ほう

問
もん

をお

断
ことわ

りになる場
ば

合
あい

は、10月
がつ

2３日
にち

までにご連
れん

絡
らく

ください。） 

 

 

 
 
 

上記
じょうき

の 窓口
まどぐち

の ほ か 、 厚
こう

生
せい

労
ろう

働
どう

省
しょう

の 調
ちょう

査
さ

担
たん

当
とう

窓
まど

口
ぐち

に ご 連
れん

絡
らく

い た だ く こ と も で き

ます。（☎０３－５２５３－１１１１（内線
ないせん

３０２９）） 

※ お 問
と

い 合
あ

わ せ 時 間
じ か ん

 9： ０ ０ ～ １ ２ ： ３ ０  １ ３ ： ３ ０ ～ １ ８ ： ０ ０ （ 平 日
へ い じ つ

の み ）  

               
 

なお、調 査票
ちょうさひょう

には個人
こ じ ん

を特定
とくてい

できる質問
しつもん

はございませんし、調査票
ちょうさひょう

に記入
きにゅう

された

内容
ないよう

は、統計上
とうけいじょう

の目的
もくてき

以外
い が い

に用
もち

いることはありません。 

また、調査 票
ちょうさひょう

の記入
きにゅう

や 提 出
ていしゅつ

は任意
に ん い

ですので、ご回
かい

答
とう

いただけない場合
ば あ い

でも不利益
ふ り え き

が 生
しょう

じることはありません。 

 今回
こんかい

の調査
ちょうさ

目的
もくてき

をご理
り

解
かい

の上
うえ

、 調
ちょう

査
さ

にご 協
きょう

力
りょく

いただきますようお願
ねが

い申
もう

し上
あ

げ

ます。 

※調査員
ちょうさいん

が訪問
ほうもん

する際
さい

には、横浜
よこはま

市
し

が交付
こ う ふ

した調査員証
ちょうさいんしょう

を提
てい

示
じ

します。 

調査
ち ょ う さ

についてのお問
と

い合
あ

わせ先
さ き

 横浜
よ こ は ま

市
し

健康
け ん こ う

福祉局
ふ く し き ょ く

障害
しょうがい

施策
し さ く

推進
す い し ん

課
か

 

☎045-671-3603  FAX 045-671-3566（ 平日 9：00～17： 00） 

メー ル kf-r8shizurasachosa@city.yokohama.lg.jp  

 



 

 この調査
ちょうさ

では以下
い か

に該当
がいとう

する方
かた

を調査
ちょうさ

対 象
たいしょう

としております。 

 

 ●  障 害 者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

（身体
しんたい

障 害 者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

、療 育
りょういく

手帳
てちょう

、精神
せいしん

障 害
しょうがい

者
しゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

）を

お持
も

ちの方
かた

 

 ● 難 病
なんびょう

と診断
しんだん

されたことがある方
かた

 

 ● 上記
じょうき

に該当しないが、発達
はったつ

障 害
しょうがい

のある方
かた

、慢性
まんせい

疾患
しっかん

などの長
なが

引
び

く病気
びょうき

や

けが等
とう

により 日 常
にちじょう

生活
せいかつ

のしづらさが 生
しょう

じている方
かた

 

 

 

 
 
 

・日 常 的
にちじょうてき

に医療的
いりょうてき

ケア（人工
じんこう

呼吸器
こ き ゅ う き

による呼吸
こきゅう

管理
か ん り

、経管
けいかん

栄養
えいよう

、たんの 吸 引
きゅういん

、 

導
どう

尿
にょう

、酸素
さ ん そ

療 法
りょうほう

など）を必要
ひつよう

としている。 

・児童
じ ど う

（18歳
さい

未満
み ま ん

）の場合
ば あ い

、発達
はったつ

状 況
じょうきょう

などからみて特別
とくべつ

支援
し え ん

教 育
きょういく

や特別
とくべつ

な 

配慮
はいりょ

等
など

を必要
ひつよう

としている。 

・ 眼
めがね

鏡などを使
つか

っても、見
み

えにくい。 

・日
にち

常
じょう

会
かい

話
わ

を聞
き

き間
ま

違
ちが

えたり、聞
き

き取
と

りにくいと感
かん

じたりすることがある。 

・歩
ある

いたり階
かい

段
だん

を上
のぼ

ったりすることが 難
むずか

しい。 

・思
おも

い出
だ

すことや 集
しゅう

中
ちゅう

することに困
こん

難
なん

を 伴
ともな

う。 

・お風
ふ

呂
ろ

に入
はい

ったり、衣
い

服
ふく

を着
き

たりといった身
み

の回
まわ

りのことを一人
ひ と り

でするの 

が 難
むずか

しい。 

・自
じ

分
ぶん

の 考
かんが

えや気
き

持
も

ちを伝
つた

えたり、相
あい

手
て

の 話
はなし

を聞
き

いて理
り

解
かい

したりするのが 難
むずか

 

しい。 

・ ２ リ ッ ト ル の 水
みず

や ソ ー ダ の ボ ト ル を 腰
こし

か ら 目
め

の 高
たか

さ に 持
も

ち 上
あ

げ る こ と が 難
むずか

しい。 

・手
て

と指
ゆび

を使
つか

って、ボタンや鉛
えん

筆
ぴつ

のように小
ちい

さなものをつまんだり、容
よう

器
き

や瓶
びん

を開
あ

け閉
し

めしたりするのが 難
むずか

しい。 

・心
しん

配
ぱい

、緊
きん

張
ちょう

、不
ふ

安
あん

を感
かん

じたり、気
き

分
ぶん

が落
お

ち込
こ

んだりすることがある。 

・その他
た

、心
しん

身
しん

に不
ふ

調
ちょう

があることで日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

のしづらさが 生
しょう

じている。   

次
つぎ

のような方
かた

は、手帳
てちょう

を持
も

っていない方
かた

でも調査
ちょうさ

の 対 象
たいしょう

となります。 

 



 

よくある質問
しつもん

 

 
 
 

 

 列挙
れっきょ

しているのは、あくまで例
れい

であり、例示
れ い じ

に該当
がいとう

がない場合
ば あ い

でも、「長引く
な が び く

病気
びょうき

やけが等
とう

により 日 常
にちじょう

生活
せいかつ

のしづらさが生じている」と、本人
ほんにん

が認識
にんしき

されて

いる場合
ば あ い

は、調査
ちょうさ

の 対 象
たいしょう

となります。 

 
 
 
 
 
 
 

 

 「長引
な が び

く病気
びょうき

やけが等
とう

により 日 常
にちじょう

生活
せいかつ

のしづらさが 生
しょう

じている」には、何
なん

ら

かの 心身
しんしん

の機能
き の う

の 障 害
しょうがい

により、 日 常
にちじょう

生活
せいかつ

のしづ らさが 生
しょう

じている方
かた

を幅広
はばひろ

く

対 象
たいしょう

としているが、心身
しんしん

の機能
き の う

の 障 害
しょうがい

が 全
まった

くない方
かた

は、調査
ちょうさ

の対 象外
たいしょうがい

となり

ます。 

 

 
 
 

 加齢
か れ い

によ り、心身
しんしん

に具合
ぐ あ い

の悪
わる

い 状 態
じょうたい

が 生
しょう

じ、 日 常
にちじょう

生活
せいかつ

の しづらさを感
かん

じて

いる方
かた

も調査
ちょうさ

対 象
たいしょう

となります。 

 
 
 
 
 
 

 「長引
な が び

く」ものであるかどうかは、ご本人
ほんにん

の認識
にんしき

次第
し だ い

なので、厳密
げんみつ

に何ヶ月
な ん か げ つ

という線引
せ ん び

きはありません。ご本人
ほんにん

が判断
はんだん

できないという場合
ば あ い

は、「 概
おおむ

ね 6ヶ月
か げ つ

以上
いじょう

病気
びょうき

やけが等
とう

が継続
けいぞく

している場合
ば あ い

、または、継続
けいぞく

する見込
み こ

みがある場合
ば あ い

」

を一
ひと

つの目安としてください。 
 

「次
つぎ

のような方
かた

は、手帳
てちょう

を持
も

っていない方
かた

でも調査
ちょうさ

の 対 象
たいしょう

となります。」

として、 対 象
たいしょう

となる例
れい

が列挙
れっきょ

されているが、これらに該当
がいとう

しない場合
ば あ い

は、

対象外
たいしょうがい

となるのか。 

調査
ちょうさ

の対象者
たいしょうしゃ

について、「長引
な が び

く病気
びょうき

やけが等
とう

により 日 常
にちじょう

生活
せいかつ

のしづらさ

が 生
しょう

じている」には、本人
ほんにん

に心身
しんしん

の機能
き の う

の 障 害
しょうがい

はないが、騒音
そうおん

などの生活
せいかつ

環 境
かんきょう

によって、 日 常
にちじょう

生活
せいかつ

のしづらさが 生
しょう

じている場合
ば あ い

も含
ふく

まれるのか。 

加齢
か れ い

により 日 常
にちじょう

生活
せいかつ

のしづらさが 生
しょう

じている方
かた

も調査
ちょうさ

対 象
たいしょう

となるのか。 

「長引
な が び

く病気
びょうき

やけが等
とう

」の「長引
な が び

く」とは、具体的
ぐ た い て き

に何ヶ月
な ん か げ つ

以上
いじょう

が該当
がいとう

す

るのか。 

 



 

 
 
        

調 査票
ちょうさひょう

１ 部
ぶ

に つ き 、 封筒
ふうとう

を １ 枚
まい

用意
よ う い
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生活のしづらさなどに関する調査（全国在

宅障害児・者等実態調査）実施のお知らせ 

 
厚生労働省では、このたび都道府県・市区町村を通じ「生活のしづらさ

などに関する調査（全国在宅障害児・者等実態調査）」を実施することに

なりました。 

つきましては、調査員が 1１月 1 日～11 月 2２の期間に建物にお住ま

いの世帯を訪問させていただきますので、何卒ご協力をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オートロックマンション等、厳重なセキュリティのため、調査員が建物 

内に入ること自体が困難なことがあり、調査が円滑に行われない場合も想

定されます。調査員が建物にお住まいの世帯にお伺いできますよう、何卒

ご協力よろしくお願いいたします。 

 調査についてのお問い合わせ先 

横浜市健康福祉局障害施策推進課 

☎ 045-671-3603 （平日 9：00～17：00）          ） 

《調査の概要》 

「生活のしづらさなどに関する調査（全国在宅障害児・者等実態調

査）」は、障害児・者等の福祉施策を改善するための基礎資料を得る

ために厚生労働省が実施するものです。 

今 回 は令 和 ２ 年 の 国 勢 調査 調 査 区か ら 全 国５ ， ５ ７８ 地 区 を 抽 出

して、調査員が地区内の全世帯を訪問し、その中で調査対象となる方

に調査を実施します。 

《調査員の身分》 

お伺いした調査員は、都道府県知事（市長）よりこの調査を行う者

として任命されており、世帯を訪問する際には、携帯している調査員

証を提示します。 



 
 

 

令和８年生活のしづらさなどに関する調査 

（全国在宅障害児・者等実態調査）調査員証 
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           令和８年生活のしづらさなどに関する調査 

        （全国在宅障害児・者等実態調査） 
     調 査 員 証 

 
第    号   氏      名               
 

この者は、生活のしづらさなどに関する調査（全国在宅障害児

・者等実態調査）の調査員であることを証明する 
         

知 事 

                        市 長      
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注意事項 

 

 １ この調査事務を行うときは、この調査員証を携帯し、必要に応じてこれを提示しなければ 

ならない。 

 ２ この調査員証を他人に貸与し、又は譲渡してはならない。 

 ３ この調査員証の有効期間は交付の日から令和８年１１月３０日までとする。 

 

（交付日 令和   年   月   日） 
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